
令和７年度 年間学習指導計画表【１年生】

教 科 単 学 指
福 祉 社会福祉基礎 位 ２ 単 位 １ 導 新田 剛司

科 目 数 年 者
教 科 副 最新介護福祉士養成講座１ 人間の理解（中央法規）
書 社会福祉基礎（実教出版） 教 最新介護福祉士養成講座２ 社会の理解（中央法規）

材
科目の目標 ・社会福祉の理念と意義を理解し、社会構造やライフスタイルの変化をふまえた新しい福祉社会を実践する態度を育成する。【知】

・社会福祉の歴史を理解し、現代社会における社会福祉の意義や役割を考える力を身に付ける。【思】
・対人援助の技術や多様な社会的支援について理解し、社会福祉に関する諸課題を主体的に解決する力を身に付ける。【態】

目標達成に向けての取 ・教科書での学習を基本として、「社会福祉基礎」の内容に基づいた介護を行う上で必要な、人間の多面的理解と尊厳の保持、自立・自律した生活を支える必要性
り組み について理解させる。

・編末の Study や本文中のケースを実践する活動によって、個人の暮らしと生活のあり方を社会福祉との関連で捉え、その意義と理念を理解させると共に、主体
的に学習に取り組む態度を養う。

・準拠学習ノートで学習の理解到達度を確認し、学習したことを活用しながら表現をすることでより定着させる。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 社会福祉の実践において必要な知識について体系的・ 社会福祉の展開に関する諸問題を発見し、援助者としての倫理 健全で持続的な社会を目指して自ら学び、福祉社会
観点 系統的に理解しているとともに、関連する技術を身に付 観をふまえて、合理的かつ創造的に解決をする力を身に付けてい の創造と発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身
及び けている。 る。 に付けている。
趣旨

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
１ ４ 社会福祉の理念 生活と福祉 進行する少子高齢化と人口減少の中で ４ ● 授業観察 ・人口の推移に関する諸課題を
学 と意義 ・少子高齢化と人口減少に向かう日本 の社会福祉が担う役割を考察する。 ワークシート【思】 発見し、解決しようとしてい
期 ・産業と地域社会の変化 産業構造の変化や地域社会の変化家族 る。【思】

・家族と働き方の変化 形態の変化や疾病構造について理解さ ● 確認テスト【知】 ・産業構造の変化や地域社会の
・疾病構造の変化 せる。 変化家族形態の変化や疾病構
・人の一生と社会福祉 人の一生に社会福祉が様々な形で関わ 造について理解している。

っていることを理解させる。 【態】

５ 社会福祉の理念 福祉の基礎となる理念について理解さ ７ ● 授業観察 ・尊厳の尊重に関する諸課題を
・現代の福祉理念 せる。 確認テスト 発見し、解決しようとしてい
・日本国憲法と社会福祉 日本国憲法の人権規定と社会福祉との ワークシート【思】 る。【思】
・地域生活と社会福祉 関わり、地域社会と社会福祉との関わ
人間の尊厳と人権・福祉理念 りについて理解させる。 ● レポート【態】 ・尊厳の尊重について主体的に
・人間としての尊厳 基本的価値としての人間の尊厳につい 考察している。【態】
・自立の概念 て、自立生活支援の考え方と今後の展
・新たな社会福祉の構築に向けて 望について理解させる。

中間考査 １
６ 社会福祉の歴史 諸外国における社会福祉 社会福祉の歴史の流れを理解させる。 ９ ● 授業観察 ・社会福祉の歴史について理解
と次代の展望 社会福祉の歴史 諸外国社会福祉の歴史と課題について 確認テスト し、正しい知識を身に付けて

イギリスにおける社会福祉の発展 理解させる。 ワークシート【知】 いる。【知】
アメリカにおける社会福祉の発展
北欧の社会福祉（スウェーデン、デンマーク）
アジアの少子高齢化と社会福祉の課題



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

１ ７ 社会福祉の歴史 日本における社会福祉 日本初めての公的な救済制度、国民年 ９ ● 授業観察 ・日本の社会福祉について理解
学 と次代の展望 近代社会福祉の黎明期・社会事業の成立と発展 金・皆保険の成立、福祉六法体制の確 確認テスト し、正しい知識を身に付けて
期 戦時厚生事業による福祉対策 立に関する背景と仕組みを理解させる。 ワークシート【知】 いる。【知】

戦後対策としての社会福祉の構築
高度経済成長期と社会保障・社会福祉の拡充 ● レポート【態】 ・日本の福祉に関する諸課題を
新世紀に向けた福祉改革と介護保険制度の導入 発見し、解決しようとしてい

る。【態】
期末考査 １

２ ８ 夏季休業
学 ９ 生活を支える社 社会と生活のしくみ 社会保障制度の基本的な考え方につい ８ ● ● 授業観察 ・日本の社会保障制度について
期 会福祉・社会保 ・意義と役割・各制度の概要・推進する機関 て理解させる。 確認テスト【知】 理解し、正しい知識を身に付

障制度 子ども家庭福祉 戦後にできた児童福祉法から、現代社 ワークシート【態】 けて、諸課題を解決しようと
・少子化時代の子ども子育て支援 会の子育て支援までの推移を理解させ 主体的に取り組んでいる。
障害者福祉 る。 【知】【態】
・障害者福祉と障害者保健福祉制度 障害者福祉関連法の基本的な内容につ

いて理解させる。
10 介護実践に関連 高齢者福祉と介護保険制度 介護実践に関連する諸制度について理 ５ ● 授業観察 ・日本の高齢化社会について理
する諸制度 生活支援のための公的扶助 解させる。 確認テスト【知】 解し、正しい知識を身に付け

国民の生活を支える社会保険制度 介護保険制度の目的と内容について理 ている。【知】
解させる。 ● ワークシート【態）・高齢者福祉について主体的に
生活保護制度、生活困窮者自立支援法、 考察している。【態】
生活福祉資金貸付制度の基本的な考え
方について理解させる。

11 人間関係の形成 コミュニケーションの基礎 対人支援におけるコミュニケーション ８ ● 授業観察 ・コミュニケーションについて
とコミュニケー 支援における人間関係の形成 の意義や役割について理解させる。 ワークシート 理解し、正しい知識を身に付

12 ションの基礎 社会福祉における支援活動の概要 レポート【態】 けて諸課題を解決しようとし
チームマネジメント ている。【態】

期末考査 １
３ １ 地域福祉の進展 多様な社会的支援制度 医療提供施設の概要と医療に関わる専 ９ ● 授業観察 ・多様な社会的支援制度につい
学 と多様な社会的 ・医療提供体制のしくみ 門職との連携や特別支援教育について、 確認テスト て理解している。【知】
期 支援制度 ・特別支援教育の制度・実際 地域生活に向けた司法と福祉の連携、 ワークシート【知】・多職種連携について理解して

・司法と福祉の連携 日常生活自立支援事業と成年後見制度 いる。【知】
・権利擁護と成年後見制度 について理解させる。

２ 地域共生社会の実現に向けた制度や施策 社会的孤立の問題に対し、国や地域社 ７ ● ● 授業観察 ・地域共生社会について理解し
・つながりの再構築と社会福祉の役割 会、社会福祉専門職に求められる役割 確認テスト【知】 正しい知識を身に付けて、諸
・地域社会とボランティア について理解させる。 ワークシート【思】 課題を発見し、解決しようと

３ ・非営利組織の活動 地域共生社会の実現のために必要な支 している。【知】【思】
・福祉のまちづくりと地域社会 援を理解し、今後の社会に必要な福祉 ● レポート【態】 ・地域共生社会について主体的
・新時代に向けた社会福祉 専門職の役割について考察させる。 に考察している。【態】

学年末考査 １
合 計 70

◇「社会福祉基礎」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０％

◇「社会福祉基礎」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ６０％程度 ② レポート・ノート ２０％程度
③ 実技・技術 １０％程度 ④ 授業態度 １０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 介護福祉基礎 位 ２ 単 位 １ 導 原 佐緒理

科 目 数 年 者
教 副 介護福祉士養成講座３ 第 2版 介護の基本Ⅰ（中央法規出版)
科 介護福祉基礎（実教出版） 教 介護福祉士養成講座４ 第 2版 介護の基本Ⅱ（中央法規出版）
書 材 介護福祉用語辞典 介護福祉士国家試験合格ドリル（中央法規出版）
科目の目標 １ 介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方を習得させる。【知】

２ 介護の現代的意義や役割について考えさせ、介護を取り巻く状況や介護福祉サービスの確立や様々な社会的対応について理解させる。【思】
３ 介護を必要とする人に対して自立支援の観点に基づき、自己実現が達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。【態】

目標達成に向けての取 ・介護を取り巻く社会状況を理解させ、介護従事者として国民の求める介護従事者としてのの職業観を育成する。
り組み ・サービス利用者のプライバシーや人権尊重の意義を人間としての尊厳の保持するための介護の必要性に関連づけて理解させる。

・介護を必要とする人の生活について理解し、介護保険法や障害者自立支援法の内容について具体的に理解させる。
・介護者の安全や倫理について介護実習の取り組みと関連づけて体験的に学習させる。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 介護に必要な知識や意義、役割について体系的・系統的 介護に関する諸問題について考えたり、判断したり、表現したり より良い介護を目指して自ら学び、福祉社会の創造と
の に理解していると共に、関連する介護技術を身につけて している。また、介護に関する諸問題を発見し、介護者としての 発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけて
観点 いる。 倫理観を踏まえて、合理的かつ創造的に解決する力を身につけて いる。
及び いる。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 第１編 １尊厳を支える介護 尊厳の保持や自立支援という、介護福祉の基本 ４ ● 学 習プ リン ト ・尊厳のある介護や自己決定の支
介護の意義と役割 ・介護の意義、役割、尊厳を支える介護 となる理念、基本的人権の尊重の実現を目指し 【思】 援に関する諸課題を発見し、解

１ ・利用者主体の介護サービス た介護の意義や役割、生活の質を高める介護に 決しようとしている。【思】
・介護を必要とする高齢者の人権と尊厳 ついて理解させる。利用者主体の介護の実現の ● 小テスト【知】 ・高齢者や障害者の人権について

５ ・障害者の人権と尊厳 ため、自己決定の重要性を理解し、自己決定に ２ 理解し、正しい知識を身につけ
学 向けた支援について考察させる。高齢者虐待の ている。【知】

種類や防止策について理解し、高齢者の権利擁 ● 授業観察・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・高齢者や障害者の人権について
護に関する制度について理解させる。 【態】 主体的に考察している。【態】

期
２自立に向けた介護・支援 介護分野における自立のあり方について理解さ ６ ● 学習プリント ・自立支援について理解し、正し
・自立を支援する専門職 せ、その本質や介護従事者としての関わり方を 【知】 い知識を身につけている。【知】
・個別性を尊重した自立のための支援 考察する。基本的人権の尊重を意識しながら、 ● 小テスト・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・自立支援に関する諸課題を発見

ICF・QOL・虐待防止策 ICF モデルへの改訂が行われた背景を理解さ 【思】 し、解決しようとしている。【思】
エンパワメント せ、利用者の QOL を高める方法や虐待防止策 ● 授業観察・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・自立支援の考え方や方策につい
・介護予防やリハビリテーション について考察させる。 【態】 て主体的に考察している。【態】

５ 第２編 １介護従事者を取り巻く状況 介護の歴史と介護を取り巻く状況について理解 ４ ● 学習プリント ・介護の歴史と現状を理解し、正
介護福祉の担い手 ・介護の歴史と現状 させ、介護保険制度が始まった社会の背景につ 小テスト【知】 しい知識を身につけている。

いて理解させる。 【知】

中間考査 １
２介護従事者の役割と介護福祉士 求められる介護福祉士像や利用者にとってより １２ ● ・介護の役割や機能、専門性を理
・介護の役割と機能、介護福祉士の専門性 良い介護の場を実現するためには、介護福祉士 解し、正しい知識を身につけて

６ （介護福祉士の役割と機能） の役割や機能等、専門性が重要であることを理 いる。【知】
３介護従事者の倫理 解させる。 ● 課題ﾌﾟﾘﾝﾄ【思】 ・介護従事者の倫理に関する諸問
・専門職（介護福祉士）の倫理 介護福祉士に必要な専門的知識や技術・倫理的 題を発見し、解決しようとして

７ ・専門職としての基本姿勢 自覚について学ばせ、その要素や実践について ４ 授業観察 【態】 いる。【思】
・プライバシーの保護 考察させ、利用者を支える生活支援について考 ● ﾌﾟﾘﾝﾄ 【態】 ・専門職として必要な基本姿勢を

察し、専門職としての態度を形成する。 主体的に考察している。【態】

期末考査 １



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

８ 夏季休業
２ ９ 第３編 １介護を必要とする人と生活環境 一人ひとりの生活歴があることを意識し、生活 １０ ● 学 習プ リン ト ・介護を必要とする人の背景につ

介護を必要とする ・介護を必要とする人の生活を支えるしく の多様性や社会との関わりを理解させる。その 【知】 いて理解している。【知】
人の理解と支援 み 上で本人にとって暮らしやすい環境作りに必要

学 10 な支援を考察させる。
第２編 １ 介護従事者を取り巻く状況 社会福祉士及び介護福祉士法と介護福祉士の資 ２ ● 授業観察 ・災害時の支援に関する諸課題を

11 介護福祉の担い手 格取得方法について理解させる。介護人材の確 発見し、主体的に解決しようと
期 ・介護福祉士の養成 保のための対策として、労働環境の整備や専門 ６ している。【態】

・介護人材の確保と定着 性の整理が急務であることを知らせ、EPA に ● 学習プリント ・様々な場における介護従事者の
・介護従事者のキャリアアップ 基づく多様な人材との協働を考察させる。介護 小テスト【知】 役割を理解し、正しい知識を身
・介護従事者の社会的地位の向上 福祉士のキャリアパスについて理解させ、介護 につけている。【知】

従事者の社会的地位向上のための取り組みにつ ● 学 習プ リン ト ・介護従事者を取り巻く環境につ
12 ２介護従事者の役割と介護福祉士 いて理解させる。 【思】 いて理解し、地位の向上や多様

・災害時における支援、平常時の防災 災害時や様々な場における介護従事者の役割と ４ な人材との協働について、創造
・在宅と施設従事者の役割 地域で暮らし続けるために必要な視点を理解さ 的に考えている。【思】
・終末期における介護従事者 せる。

期末考査 １

１ 第３編 ５ 介護福祉サービスの概要 介護保険制度の目的とサービス利用の流れにつ ６ ● 学 習プ リン ト ・介護保険サービスについて理解
介護を必要とする ・介護保険制度 いて理解させる。介護サービスや地域連携等、 【知】 し、正しい知識を身につけてい

３ 人の理解と支援 ・介護サービスの場の特性 フォーマル・インフォーマルな支援等、様々な る。【知】
在宅： 居宅・地域密着型サービス サービスの種類を理解し、利用者や家族の意向 ● 授業観察【態】 ・様々なサービスの種類や特徴を

２ 施設サービス に沿ったサービス利用について考察する。 ６ 理解し、利用者の状況に応じた
学 障害者総合支援法の概要を理解し、サービスと サービスの利用について主体的

・障害者支援サービス その利用手続きについて理解させる。障害者雇 に考えている。【態】
障害者総合支援法 用促進法を通して、障害者支援について考察し、 ● 小テスト・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・施設サービスや在宅サービスに

期 障害者雇用促進法 障害者の雇用や障害者の就労支援について理解 【思】 関する諸課題を発見し、解決し
３ させる。 ようとしている。【思】

学年末考査 １

合 計 ７０

◇「 介護福祉基礎 」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「 介護福祉基礎 」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ３０ ％程度 ② レポート・ノート ３０ ％程度
③ 実技・技術 ２０ ％程度 ④ 授業態度 ２０ ％程度



教 科 単 学 指導
福 祉 コミュニケーション技術 位 ２ １ 者 佐々 由美子

科 目 数 年
教科 副
書 コミュニケーション技術（実教出版） 教 コミュニケーション技術（中央法規出版）

材
科目の目標 (1)福祉実践におけるコミュニケーションの意義と役割を理解し、コミュニケーションの基本技術、サービス利用者や家族とのコミュニケーション方法を身につ

けるようにする。（知識・技術）
(2)実践的・体験的な学習活動をとおして、コミュニケーションに関する諸課題について発見し、解決する力を養う。（思考・判断・表現）
(3）福祉実践におけるチームのコミュニケーション構築のために必要な資質・能力を育成する。（態度）

目標達成に向けての (1)実践的・体験的な学習活動をとおして、福祉実践に必要な深い知識を伴った対人援助の知識・技術を習得させる。
取り組み (2）介護実習やボランティア活動、地域交流の場などの学習活動をとおして、福祉実践におけるコミュニケーションの活用や信頼関係・人間関係の構築のための

役割など主体的に学習に取り組む態度を養う。
(3）学習の理解度を確認しながら、
・介護を必要とする人を理解するための基本的なコミュニケーションの技法を習得させる。
・保健・医療・福祉など他職種協働におけるコミュニケーションの在り方を扱い、チームケアのためのコミュニケーションの重要性を理解させる。

評価 知識・技術 思考･判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 高齢者や障害者の特性や対応方法について理解するととも 高齢者や障害者に対しての対人援助活動に関する諸問題の解 コミュニケーション技術に対する関心を持ち、介護福祉
観点 に、対人援助コミュニケーションに関する基礎的・基本的 決を目指して自ら思考を深め、コミュニケーションにおける におけるコミュニケーションに向けた課題に意欲的に取
及び な知識を身に付け、介護福祉現場における一人ひとりに応 基礎的・基本的な知識と技術を活用して利用者一人ひとりの り組み、人間尊重の精神に基づいた高齢者や障害者の自
趣旨 じたコミュニケーションが実践できる力をつけている。 個別ニーズを適切に判断し、ニーズに応じた介護実践を創意 立支援を目指したコミュニケーションを行おうとする態

工夫する能力を身につけ、その成果を的確に表現できている。度を身に付けている。

＊上記「評価の観点」については、次の表においては知識･技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

４ ・福祉実践におけ １ コミュニケーションの意義と役割 ・人間関係とコミュニケーションにつ ８ ● ・ワークシート ・他者理解のための自己理解が
るコミュニケーシ ・人間の理解と人間関係 いて、ロールプレイなど演習を通じて (知） できる。 (知）

１ ョン ・他者理解と自己覚知 理解させる。他者を理解するには、自 ● ・確認テスト ・コミュニケーションの技法
・対人関係とコミュニケーション 分を理解することが重要と認識させる。 (知） について理解する。 (知）
・コミュニケーションの意義と機能 ・演習を通じて、コミュニケーション ● ・観察（思） ・コミュニケーションの技法が

学 ５ の意義と機能について理解させる。 身についている。（思）
● ・演習レポート ・演習に積極的に取り組もうと

する態度を身に付けている。
期 １ ・考査

中間考査（内容把握、人間関係とコミュニケーション）

６ ・コミュニケーシ １ コミュニケーションの基本技術 ・話を聞く技法について、演習を通じ ５ ● ・観察 ・積極的に対象者と関わろうと
ョンの基本技術 ・言語コミュニケーションと非言語コミュニケー て理解する。特に、利用者の話を傾聴 している。）

ション ・受容・共感していく手法を習得させ ● ・演習レポート ・介護実践におけるコミュニケ
・受容と共感 る。 (知） ーションの意義と役割を理解
・対人援助におけるコミュニケーションの実際 ５ ・ワークシート している。 (知）
２ 援助の技法とコミュニケーション ・援助の基本について、利用者や家族 ● (知） ・話を聴く技法が身に付けてい
・個別援助としてのコミュニケーション との関係作りから理解させる。 る。 (知）
・集団援助としてのコミュニケーション ● ・演習レポート ・利用者の理解と関係づくりに
・利用者や家族との関係作り （思） の意義を理解している。（思）
・家族への支援 ● ・観察 ・信頼関係を形成する態度を身

に付けている。

期末考査（内容把握、基本的なコミュニケーションの技法 ） １ ・考査



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

時 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 間 ･項目等

８ 夏季休業 知 思 態
９ ・サービス利用者 １ サービス利用者に応じたコミュニケーション ・コミュニケーション障害のある利用 １２ ● ・ワークシート ・具体的な利用者や介護場面

２ に応じたコミュニ ・高齢者とのコミュニケーション 者の特性を理解し、その特性に応じた (知） を想定し理解している。(知）
ケーション ・障害とコミュニケーション コミュニケーションの方法や対応を理 ● ・演習レポート ・特性に応じたコミュニケーシ

・視覚障害のある人とのコミュニケーション 解させる。 （思）ョン法を身に付けている。（思）
学 ・聴覚障害のある人とのコミュニケーション ・利用者の特性に応じたコミュ

・言語障害のある人とのコミュンケーション ● ・演習観察 ニケーションを実践しようと
（態） している。（態）

期 10 ２ カンファレンスについて ・カンファレンスの意義と目的を理解 ２ ● ・演習レポート ・カンファレンスに向けて表現
させる。 （態） 力が身に付いている。（態）

（介護実習１０月１５日～１１月６日）
・利用者の特性に ３ 様々な障害がある利用者とのコミュニケーショ ・様々な障害によるコミュニケーショ ９ ● ・ワークシート ・障害の特性が理解できてい
応じたコミュニケ ン ンへの影響を理解させる。 (知） る。 (知）

11 ーション ・認知症の利用者 ・視覚障害者 ・介護実習における利用者とのコミュ ● ・演習レポート ・障害ごとに必要とされるコミ
・肢体不自由者 ・精神障害をもつ人 ニケーションについて、考えをまとめ （思） ュニケーションの手段は何か
・知的障害をもつ人 ・難病をもつ人 させる。 判断できる。（思）
※介護実習を通じてさまざまな障害のある利用者 ● ・観察 （態）・様々な障害のある利用者との
とコミュニケーションを図る。 コミュニケーションに積極的

４ 実習事後指導 ・介護実習における利用者とのコミュ ６ ● ・レポート に取り組んでいる。（態）
12 ・実習後感想文 ニケーションについて、考えをまとめ、 ・発表 （思） ・実習報告会で実習で得た知識

・実習報告会 発表させる。 や技術を他者に伝えようと創
意工夫し表現している。（思）

期末考査 １ ・考査
１ ・福祉実践におけ １ 記録による情報の共有化 ・記録の意義と目的を理解し、介護記 ３ ● ・ワークシート ・客観的な記録により利用者理

３ るチームのコミュ ・記録の意義と目的 録の書き方と活用について、演習を通 (知） 解につながると理解してい
ニケーション ・記録の種類・構成 じて理解させる。 る。 (知）

・記録の方法と留意点、管理 ● ・ワークシート ・記録の種類ごとの手法が身に
・介護記録の書き方、ＩＴ活用 (知） 付いている。 (知）

学 ・介護記録の活用 ● ・ワークシート ・チームの連携の重要性につい
２ チームにおける連携 ・報告と申し送りの意義を、演習によ ２ (知） て理解している。 (知）
・チームのコミュニケーション り実践練習をさせる。 ● ・ワークシート ・会議の種類や情報共有の重要
・情報の共有化 ・会議の意義を理解し、会議の持ち方 (知） 性を理解している。 (知）

期 ・会議による情報の共有化 の基本について習得させる。 ● ・演習レポート ・スーパービジョンの意義とそ
３ スーパービジョンの技法 ・スーパービジョンの方法を理解させ ２ （思） の種類を理解している。（思）
・スーパービジョンとは る。 ● ・レポート（態）・指導者からの指導を今後の実

２ ・スーパービジョンの方法 習に活かせる。（態）
４ レクリエーションの実際 ・施設に於けるレクリエーションの計 ３ ・介護現場におけるレクリエー

画と実施を行い、レクリエーション計 ● ・観察 (知） ションの意義とその実際を理
画の視点を習得させる。 解している。 (知）

３ ・まとめ まとめ ・コミュニケーション技術を学んでの ４ ● ・演習レポート ・介護におけるコミュニケーシ
「コミュニケーション技術」を学んで 感想や意見をまとめさせる。 （態） ョンの基本的心構えを身に付
＊ディスカッション けている。（態）

学年末考査 １ ・考査
合 計 70

◇「コミュニケーション技術」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ４０％ 思考・判断・表現 ４０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０％

◇「コミュニケーション技術」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ４０％程度 ② レポート・ノート ２０％程度 ③ 実技・技術 ２０％程度 ④ 授業態度 ２０％程度



教 科 学 指
福 祉 生活支援技術 ３ 単 位 １ 導 岸本仁美 杣友愛梨 亀島木綿子

科 目 年 者
教 科 副 最新介護福祉士養成講座６ 第 2版 生活支援技術Ⅰ （中央法規）
書 生活支援技術（実教出版） 教 最新介護福祉士養成講座７ 第 2版 生活支援技術Ⅱ （中央法規）

材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して，適切で安全・安楽な生活支援技術を提供するために必要な資質・能力を次の

とおり育成することを目指す。
（1）自立生活の支援について体系的・系統的に理解するとともに，関連する技術を身に付けるようにする。【知】
（2）自立生活の支援の展開に関する課題を発見し，職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思】
（3）健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び，自立生活の適切な支援に主体的かつ協働的に取り組む態度を養う。【態】

目標達成に向けての取 ・生徒自身が利用者役・介護者役になることで、利用者の心情を慮りながら利用者との人間関係について理解し基礎的なコミュニケーション能力の育成を図る。
り組み ・「こころとからだの理解」の授業と連動させ、科学的な知識の裏付けによる支援の必要性や方法を理解する。

・利用者の生活や個別性、尊厳を踏まえた生活の自立について理解し、それに必要な実際的な支援の方法が提供できるよう考える能力を養う。
評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 自立生活の支援について体系的・系統的に理解すると 自立生活の支援の展開に関する課題を発見し、職業人に求め 健全で持続可能な社会の構築を意識した生活支援におけ
観点 ともに、関連する技術を身に付けている。実際の支援内 られる倫理観を踏まえ、科学的根拠に基づいた介助により、諸 る課題について関心を持ち、利用者の生活の自立を目指
及び 容を合理的に計画し、適切に実践する技能を身につけて 問題の解決を目指していくための思考を深め、適切に判断し創 して意欲的に学習に主体的に取り組むとともに、課題解
趣旨 いる。 意工夫し表現する能力を身につけている。 決のための実践的な態度を身につけている。
※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。
学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 生活支援の理解 生活支援の理解（意味と役割） サービス利用者の尊厳を保持した自立支 ５ ● プリント・レ ・生活支援技術について学習すべき内

授業の進め方と授業内容 援の方法、潜在的能力を引き出す支援をす ポート確認 容がイメージでき倫理観をふまえた
１ 実習時の心構え、服装、準備、 るための基本となる心身状態の観察の必要 【思】 ルールが理解できている。【思】

レポート作成 性、介護を必要とする人などについて理解 ● 行動観察・自 ・清潔感があり、身だしなみを整える
実習室の使い方 させると共に、生活支援技術を学ぶための 己評価 【態】 ことができる。【態】
ICFの視点を活かした生活支援 倫理観を踏まえたルールを理解させる。

学 ICF の視点を生活支援に活かすことの ３ ● ● レポート・チ ・必要時メモをとり、ることができる。
意義を理解させ、生活の豊かさや心身の活 ェックリスト 【思】【態】
性化のための支援につなげさせる。 ● 確認【知】 ・居住環境整備の意義と目的が理解で

居住環境の整備 生活支援における居住環境整備の意義と目的 快適で安全な居住環境を整備するための 【思】【態】 きる。【知】
期 生活空間と介護 基本事項を理解し、住まいの多様性を理解 ● ・課題を発見し、解決できる技術を身

居住環境のアセスメント するとともに、生活の豊かさや利用者が自 に付けている。【知】【思】
快適な生活の場作り 立した生活を送るために必要な居住環境の

視点を理解させる。
５ 移動の介護 移動の意義と目的 利用者一人ひとりの心身状態や状況に応 １２ ● 行動観察・自 ・利用者の心身の状況に応じた安全で

移動・移乗における介護技術 じた自立に向けた安全で安楽な移動の介護 己評価【態】 安楽な支援について主体的かつ協働
ボディメカニクス を行い、また介助者にとっても負担の少な 的に取り組む態度が身についている。
起居動作・体位変換 い介助技術を習得させる。 【態】
安楽な体位 ● ● ● 実技練習観察 ・介助者に負担の少ない支援方法を身

【知】【思】 に付けている。【知】【思】【態】
【態】

● ● レポート確認 ・レポートをまとめ期日に提出できる。
・自己評価 【思】【態】

● 確認テスト ・安全で安楽な移動方法について理解
している。【知】

中間考査 １
6 休息・睡眠の介 ベッド、リネン類の取り扱い 利用者にとって生活の場である寝床の整 １２ ● 実技練習観察 ・必要物品の名称とその用途を理解し
護 ベッドメイキング 備について、清潔で安全に安楽に整えるた 実技テスト ている。【知】

めの技法をボディメカニクスを活用しなが ● ● 【知】【思】【態】・基本的な手技が習得できる。【知】
ら実践させる。 レポート確認 【思】

● 自己評価 ・協働の姿勢が身についている。【態】



月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い
配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等時間 知 思 態 ･項目等
１ ７ 身じたくの介護 衣服の着脱 身だしなみや服装など尊厳を重視したそ １２ ● ● 実技練習観察 ・利用者に応じた物品が準備でき、利

部屋着の交換 の人らしさの表現、利用者の状況に応じた 実技ﾁｪｯｸ【知】 用者の安全、安楽やﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに配慮
学 パジャマの着脱 衣服着脱、自立に向けた身じたくの介護に 【思】【態】 した行動がとれている。【思】【態】

和式寝衣の着脱 関する基礎的な知識と技術を習得させる。 ● ● ﾚﾎﾟｰﾄ確認 ・手順を正しく理解し、安全に安楽に
期 【知】【思】 利用者が自立できるような支援を提

供できている。【知】【思】
● ● ﾚﾎﾟｰﾄ・自己 ・レポートをまとめ期日に提出できる。

評価【思】【態】 【思】【態】
期末考査 １

８ 夏季休業
９ 移動の介護 移動の意義と目的 日常生活に不可欠な基本動作である移動 １８ ● ● 実技練習観察 ・利用者の安全、安楽を第一に考えた

移動・移乗における介護技術 ・移乗を自立させるために必要な介護、活 実技ﾁｪｯｸ 行動ができ転倒・転落の予防ができ
２ 車いすの介助 動意欲を高め、安全で安楽な介護、利用者 レポート確認 ている。【思】【態】

歩行介助 の状態や状況に応じた自立に向けた介護に ● ・手順を正しく理解している。【知】
関する基礎的な知識と技術を習得させる。 ● 観察・自己評 ・利用者自身及び介護者の負担を最小

学 価 限にできている【知】
10 ● ● レポート確認 ・レポートをまとめ期日に提出できる。

【思】【態】
期 介護実習 10月 15日～ 11月 6日

11 福祉用具の意義 生活支援における福祉用具の重要性 福祉用具の種類や導入のプロセスや福祉 ７ ● ● プリント確認 ・福祉用具の意義について理解し、説
福祉用具の種類 用具の可能性について理解を深めさせる。 【知】【思】 明ができる。【知】【思】

12 適切な福祉用具を選ぶための視点 利用者の心身の状況を踏まえた福祉用具 ● 確認テスト ・介護保険法や障害者総合支援法にお
選択の視点について理解させる。 ６ 【知】 ける福祉用具サービスについて理解

できる。【知】
● ● ﾚ ﾎ ﾟ ｰ ﾄ 確認 ・レポートをまとめ期日に提出できる。

【思】【態】 【思】【態】
期末考査 １

１ 排泄の介助 排泄の意義と目的 利用者一人ひとりの心身の状態や状況に １０ ● ● 実技練習観察 ・利用者の安全、安楽を第一に考え行
３ ２ ポータブルトイレ 応じ、自立に向けた排泄の介護について理 実技チェック 動できプライバシーに配慮した行動

尿器・便器 解させる。また、安全で安楽な介助方法や がとれている。【思】【態】
おむつ・パット交換 プライバシーに配慮した介助に関する基礎 ● レポート確認 ・手順を正しく理解している。【知】

学 的な知識と技術を習得させる。更に介助者 ● ● 実技練習観察 ・利用者自身及び介護者の負担を最小
にとっても負担の少ない介助技術を習得さ 限にできている。【思】【態】
せる。 ● ● ・レポートをまとめ期日に提出できる。

期 【思】【態】
● ・ＡＤＬの支援や利用者の日常生活か

ら利用者を理解する技能を身に付け
ている。【知】

1年間のまとめ ベッドメイキング 利用者の快適で安全な居住空間や環境を １６ ● 実技練習観察 ・快適で安全で安楽な環境を整える技
体位変換 整備することができた上で、安全で安楽で 実技テスト 術が身についている。【知】

３ 着脱介助 あり、尊厳を重視した、体位変換や移動・ ● ● レポート確認 ・それぞれの介助について科学的根拠
移動・移乗 移乗介助、着脱介助・排泄介助における自 に基づき、利用者の心身の状況に応

立支援を目的とした介護技術の実践をさせ じた安全で安楽な介助が実践できる
る。 技術が身についている。【知】【思】

学年末考査 １
合 計 105

◇「生活支援技術」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ４０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ３０％

◇「生活支援技術」の総合評価における各評価方法･項目の割合 （例）
① 定期考査 ５０％程度 ② レポート・ノート ３０％程度
③ 実技・技術 １０％程度 ④ 授業態度 １０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 介護総合演習 位 １ 単 位 １ 導 岸本仁美 亀島木綿子

科 目 数 年 者
教 科 準教科書 副
書 介護福祉士養成講座 10 第２版 介護総合演習・介護実習（中央法規） 教

材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、地域福祉の推進と持続可能な福祉社会の創造と発展に必要な資質・能力を育

成することを目指す。
１社会福祉や介護について、実際の現場で専門的な知識と技術の深化、総合化を図るため、事前準備を通し体系的・系統的に理解させる。【知】
２介護現場における実習前・中・後の学習を通し職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思】
３演習や実習後のまとめ、事例研究を通し、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、課題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を養う【態】

目標達成に向けての取 ・介護実習と関連づけ、主体的に介護実習に取り組めるようにする。
り組み ・生徒の興味・関心・進路・地域の実態に応じた演習テーマを主体的に考えることができるように配慮する。

・介護実習を通じて生徒が自己の課題を考え、介護従事者としての意識を持てるようにする。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に理解す 地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業人に求められ 健全で持続可能な社会の構築を目指して自ら学び、地
の るとともに、関連する技術を身に付けている。社会福祉 る倫理観をもとに、社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を 域福祉や福祉社会の中の対人援助場面において主体的
観点 や介護に関して学んだ基本的知識や技術を活用し、高齢 用い、科学的根拠に基づいた解決策を探究し、対人援助場面にお に実践しようとしている。また、社会福祉現場での実
及び 者や障害者の介護において、総合的な援助について、適 いて、統合的に思考し判断できる力を身につけている。 習を通じて介護専門職の職業観、勤労観を身につけて
趣旨 切な技術を身につけている。 いる。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

４ 介護総合演習で 介護総合演習の位置づけ 介護実習の意義と目的について理解し、 ３ ● ● ワ ーク シー ト ・介護実習の目的や内容を理解し
何を学ぶか 介護総合演習の目的 校内の学習と統合させ、資格取得に向 【知】【思】 ている。【知】【思】

１ けての意欲を高めさせる。 ● 実習要綱【知】 ・本校の介護福祉士養成学則を理
３年間を通じて行う介護実習の概要と 解している。【知】
その達成課題・達成目標を理解させる。 ワークシート ・介護実習の意義を理解し、主体

学 ● 【態】 的に学ぼうとしている。【態】

５ 介護実習で何を 介護実習の意義と目的 介護実習生として職業人に求められる ３ ● 授業観察【態】 ・実習生として身だしなみが整っ
期 学ぶか 介護実習の必要性 倫理観を踏まえた態度を身に付け、円 ており、挨拶ができる。

介護実習の内容 滑な人間関係を構築するためのスキル ● ● ワ ーク シー ト ・実習の目的を理解した上で実習
介護実習の達成課題と達成目標 を習得させる。 【思】【態】 への心構えができている。

実習習生としての基本事項の理解 介護実習の目的を理解した上で、個人 ● 介 護実 習要 項 ・事前健康診断の重要性を理解す
身だしなみ、言葉遣い、時間管理能力 情報保護、倫理綱領、危機管理につい 【知】 る。
実習への取り組みの姿勢、態度 て理解させる。
実習おける健康管理 実習前健康診断

中間考査 １
６ 介護実習準備 実習施設とその利用者の理解 介護保険施設について持続的な社会の ３ ● ワークシート ・施設の種別によって介護内容
実習先の特徴 高齢者介護施設 構築の観点からの各施設の目的や役割 【知】【思】 の違いがあることを理解してい

(ケアハウス、小規模多機能型居住型施設） を理解し、施設入居利用者を理解させ る。【知】
(ｸﾞﾙｰﾌﾟﾎｰﾑ、特別養護老人ﾎｰﾑ、介護老人保健施設） る。 ● ・各実習施設の特性や利用者の状

況を理解し、諸課題を発見しよ
うとしている。【思】



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

１ ７ 介護実習準備 実習記録 知識と技術の統合、情報の共有のた ２ ● ● ● 実習記録【知】 ・記録簿を整理し、事前学習等の
学 実習における記録の必要性 めの実習における記録の必要性、目的、 【思】【態】 記録が適切に記入されている。
期 実習記録の目的 実習記録を書く際の留意点 留意点等を理解させる。 【知】【思】【態】

期末考査 １
８ 夏季休業
９ 介護実習準備、 実習事前準備 実習前に必要な記録物の確認及び作 ７ ● ワークシート ・施設についての事前学習ができ
実習先での学び 実習生プロフィール作成 成を行うことにより、実習に向けての 実習記録【知】 ている。【知】

２ 実習目標設定 意識を高める。 ● 【思】【態】 ・自己を客観的に表現し、実習
施設・利用者の理解 客観的な事実の記録の必要性の理解 目標を考えることができる。

及び適切な記録方法を習得し、自己の 【思】
学 10 実習施設オリエンテーション 目標の明確化と言語化をさせる。 ● ・記録の基本的記入方法が習得で

施設事前打ち合わせ 介護実習の実際的な進め方について きている。【知】
通学方法確認 理解できる。 ● ・実習の必要書類等が準備できて

期 実習記録の書き方 実習施設ごとの準備物や記録、カン いる。【態】
介護技術の確認 ファレンスについて理解し、その準備 ● ● ● 実技確認【知】 ・基礎的な生活支援技術の確認が

をさせる。 【思】【態】 できている。【知】【思】【態】
基礎実習Ⅰ （１０月１５日～１１月６日）

実習中・実習後 実習期間中の健康管理 個々の生徒が主体的で安全に実習を行 ３ ● 実習記録【態】 ・基礎実習に意欲的に取り組めて
の学び 利用者・職員・班員とのコミュニケーションの実 えるよう、記録や帰校日の振り返りか いる。【態】
実習期間中の留 際 ら自己評価させ、自己の課題に気づか ● ● 実習記録【知】 ・実習記録が適切に書けている。
意点 カンファレンスにおける学び せる。 【思】 【知】【思】

● ・カンファレンスについて理解
し、学びの場とできる。【思】

実習後の学び 実習の振り返り 実習の目的が達成できたか、反省を ４ ● 実習評価表【態】・実習について客観的に評価でき
実習記録からの振り返り し、課題に気づかせる。 る。【態】

11 実習のお礼 実習施設への感謝の気持ちを持たせ ● ● 実習記録【知】 ・記録の基本的記入方法が習得で
る。 【思】 きている。【知】【思】

見学実習 見学実習の理解 障害者施設の種類、利用者について ● 制作物【態】 ・製作物（お礼品）を完成するこ
実習先の特徴、 障害者支援施設 理解する。障害者のＱＯＬ向上と自立 とができる。【態】
実習先での学び 医療型障害児入所施設・療養介護施設 支援を目指した介護の知識と技術を習 ● ワークシート ・障害児･者施設の利用者につい

12 得させる。 て理解できる。【知】
期末考査 １

１ 実習後の学び 報告会資料 模造紙の制作 報告会の準備をすることで、自己の ２ ● ● 実習記録・発表 ・報告することにより、学びの共
３ 実習報告会 実習で学んだこと 実習後感想文 実習態度を振り返り、学びを言語化さ 態度・原稿【思】 有と共に、他者を尊重すること

介護実習自己評価 実習報告会 せる。発表により、互いの学びを共有 【態】 ができる。【思】【態】
するとともに、今後の課題に気づかせ ● ● ワ ーク シー ト ・今後の課題を考えることができ

学 る。 【知】【思】 る。

２ 基礎実習Ⅱの達成課題と達成方法 基礎実習Ⅰを踏まえ、次年度の基礎 ５ ● ワークシート ・基礎実習Ⅱがイメージできる。
期 介護過程 実習Ⅱについて理解させる。

３ 学年末考査 １
合 計 ３５

◇「介護総合演習」の総合評価における各観点の割合
知識・技能 ３０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ４０％

◇「介護総合演習」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ４０％程度 ② レポート・ノート ３０％程度
③ 実技・技術 ２０％程度 ④ 授業態度 １０％程度



教 科 単 学 指 岸本仁美 亀島木綿子 原 佐緒理
福 祉 介護実習 位 ３ 単 位 １ 導 杣友愛梨 佐々由美子 新田剛司

科 目 数 年 者
教 科 準教科書 副
書 最新 介護福祉士養成講座 10 介護総合演習・介護実習（中央法規） 教 最新・介護福祉士養成課程（中央法規）各巻

材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、多様な介護の現場で実習を行い、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、地域福祉の推進と持続可能な福祉社会の創造と

発展に必要な資質・能力を育成することを目指す。
１社会福祉や介護について、専門的な知識と技術を実際の現場において体系的・系統的に理解させる。【知】
２実際の介護現場での学びを通し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思】
３多様な介護の場で実習を行うことを通し、健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、自発的、創造的な実習態度を養う【態】

目標達成に向けての取 ・介護実習がサービス利用者の生活空間で行われるため、実習指導者と実習の目標を共有するなど連携を図りながら、各段階に応じた目標を明確にし、主体的か
り組み つ協働的に実習に取り組む態度が育成できるように配慮する。

・多様な介護の場においてサービス利用者一人一人の生活や個性を尊重して実習できるよう、実習生としての礼儀、態度等を理解させる。
・サービス利用者や家族とのコミュニケーション能力を高める技法の実践を行い、福祉に関する他の専門科目で学習した知識や技術を統合しながら介護を行うと
ともに、多職種協働における介護従事者の役割や職業倫理について理解させる。
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

評価 福祉施設における高齢者や障害者の介護や福祉制度のあ 社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を、高齢者や障害者の 社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を、高齢
の り方について体系的・系統的に理解している。また、社 総合的介護における対人援助場面において、統合的に思考し、判 者や障害者の総合的介護における対人援助場面におい
観点 会福祉や介護に関して学んだ基本的知識や技術を活用し、断し、表現している。 て、主体的に実践しようとしている。また、介護実習
及び 高齢者や障害者の介護において、総合的な援助の技術を を通じて介護専門職の職業観、勤労観を身に付けてい
趣旨 身に付けている。 る。
※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技能は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４

１ ５ 事前健康診断 胸部レントゲン撮影 介護現場における感染症の実態を取り ● 実習前の検査や検 ・所定の検診や検査を期日を守
学 尿検査 上げ、感染予防の意義と必要性につい 診【態】 り受診・提出できる。【態】
期 内科検診 て理解させ、自身の健康管理を意識さ
６ せる。
７
８ 夏季休業
９ 事前健康診断 検便 細菌検査 介護現場における感染症の実態を取り ● 各種検査【態】 ・所定の検診や検査を受診でき

（抗原検査） 上げ、感染予防の意義と必要性につい る。【態】
２ て理解させ、自身の健康管理を意識さ

○実習施設事前打ち合わせ（実習オリエンテーション） せる。
介護実習 介護実習 10月 15日～ 11月 6日（14日間） 特別養護老人ホーム、介護老人保健施 112 ● ● ● 実習態度・記録 ・実習への心構えや事前準備

１ （基礎実習Ⅰ） ○実習施設における介護技術の実践、 設、グループホーム、障害者自立支援 評価表 自己評価 ができている。【思】【態】
０ コミュニケーションの実践 施設において基本的な介護技術の見学 指導者聞き取り ・実習目標を理解している。

○介護実習お礼 訪問 や実践を行うとともに、自立生活支援 実習後レポート 【知】
介護実習 のために介護が提供されていることに 見学実習記録 ・記録の方法を習得している。

期 見学実習 ○見学実習（障害者支援施設） ついて理解させる。 4 【知】【思】【態】 【知】
・適切なコミュニケーションが
図られている。【思】【態】

冬期休業
１
合 計 116

◇「介護実習」の総合評価における各観点の割合
知識・技能 ３０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ４０％

◇「介護実習」の総合評価における各評価方法･項目の割合 （例）
① 実習施設指導者評価 ４０％程度 ② 実習記録・レポート ４０％程度 ③巡回指導者評価 実技・技術 １０％程度 ④ 実習態度 １０％程度



教 科 単 学 指
福祉 こころとからだの理解 位 ２ 単 位 １ 導 亀島木綿子

科 目 数 年 者
教 科 副
書 こころとからだの理解（実教出版） 教 最新介護福祉士養成講座１１ こころとからだのしくみ（中央法規）

材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、介護を実践するための人間の理解に必要な資質・能力を育成することを目指す。

（１）こころとからだのしくみと基本的な生活行動との関係について理解し科学的根拠を踏まえた支援の方法を理解する。（知識・技術）
（２）こころとからだに関する諸課題の解決を目指して思考・判断し、適切な方法を表現することができる。（思考・判断・表現）
（３）こころとからだの理解に基づいた自立生活の支援に主体的に取り組む態度を養う。（主体的に学習に取り組む態度）

目標達成に向けての取 ・「介護のため」という視点のもと理論と実践の融合を目指す。
り組み ・ 介護実践に必要な根拠となる知識という観点からからだとこころのしくみについて知識を養う。

評価の 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
観点 自立生活の支援に必要なこころとからだについて体系的 自立生活の支援に必要なこころとからだに関する課題を発見 健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、こ
及び ・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付け し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて ころとからだに基づいた自立生活の支援に主体的かつ
趣旨 る。 創造的に解決する力を養う。 協働的に取り組む態度を養う。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。
学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
1 ４ オリエンテーション こころとからだの理解で学ぶ事柄授業の進め方 介護実践の科学的根拠となる内容につ ● プリント確認 ・こころのしくみについて基本

いて 3年間で学ぶことを理解させる。 確認テスト 的な内容を理解し、専門用語
学 健康とは何か １健康の定義 ２健康観 ３なぜ病気になるのか 漠然としがちな健康の概念を WHO ２ 「知」 で答えることができる。「知」

の定義をもとに理解させる。 ● ドリル確認 ・ドリルの解答だけでなく＋α
期 こころのしくみ １人間の欲求とは 自己概念や尊厳、認知、思考・感情、 「思」 の内容を整理し書込むことが

を理解する 基本的欲求・社会的欲求 学習や記憶、適応機制やストレスとそ ４ ● 授業観察 できる。 「思」
２自己実現と尊厳 の対処法など、こころのしくみを理解 「態」・プリント資料が整理できる。
３こころのしくみの基礎 させる。 「態」

５ からだのしくみ １からだのしくみ からだの部位の役割、関連する役割 ４ ● プリント確認 ・からだの部位の役割、関連す
を理解する を理解させる。 確認テスト「知」 る役割を説明できる。「知」

「移動」に関連 １移動のしくみ 移動の生理的意味、重心の移動やバ ● ドリル確認「知」・移動の基礎知識を理解する。
したこころとか 姿勢・ボディメカニクス・良肢位 ランス、安全な移動持、歩行のしくみ ● 授業観察「思」 「知」
らだのしくみ ２心身の機能低下が移動に及ぼす影響 について理解させる。 ６ ・機能低下の原因とその影響

骨折・廃用症候群・褥瘡 機能の低下や障害が及ぼす移動や身 を理解する。「思」
３変化の気づきと対応 体などへの影響について理解させる。 ● 発表「態」 ・異常発見のため介助時の観察

点が述べられる。「態」

中間考査 １

６ 「身じたくを整 １身じたくのしくみ 身じたくの生理的意味、その人らしさ ● ドリル確認「知」･身支度の基礎知識を理解する。
える」に関連し 顔面の構成・眼耳鼻爪口腔の構造と機能 の表現について理解させる。 ７ 確認テスト ･機能低下の原因とその影響を
たこころとから ２心身の機能低下が身じたくに及ぼす影響 心身機能の低下が整容行動に及ぼす 理解する。「知」
だのしくみ ３変化の気づきと対応 影響や日常生活における利用者の変化 ● 発表「思」 ･異常発見のため介助時の観察

７ に気付くための観察の方法や対応につ ６ 点が述べられる。 「思」
いても理解させる。 ● 確認テスト「態」･介助時の科学的根拠を理解

する。「態」
期末考査 １



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

２ ８ 夏季休業
９ 「食事」に関連 1食事のしくみ 食べることの生理的な意味、おいし ６ ● ドリル確認「知」・食事に関する基礎知識が理解

学 したこころとか ・栄養と水分 摂食と嚥下 く感じるしくみ、食欲や口渇などにつ できる。「知」
らだのしくみ ２心身の機能低下が食事に及ぼす影響 いて理解させる。また機能低下や障害 ● 発表「思」 ・消化と吸収について理解し説

期 器質障害・機能障害 が及ぼす影響、食欲不振、治療食につ 明できる。 「思」
３変化の気づきと対応 いても理解させる。さらに誤嚥・窒息 確認テスト「思」・機能低下の原因とその影響を
窒息・誤嚥・脱水の予防とその対応 ・脱水などの異常事態の予防や観察点、 理解し、異常発見のため介助

対応についても理解させる。 時の観察点が述べられる。
● 授業観察「態」 ・安全な食事のための留意点を

説明できる。「態」
10 「入浴・清潔保 １入浴・清潔保持のしくみ 入浴や清潔保持の生理的意味、リラッ ６ ● ドリル確認「知」・清潔保持にかかわる基礎知識
持」に関連した 皮膚のしくみ・発汗のしくみ・陰部や毛髪の清潔 クス、爽快感を感じるしくみ、皮膚の を理解している。「知」
こころとからだ ２心身の機能低下が入浴・清潔保持に及ぼす影響 汚れ、発汗のしくみ、皮膚症状（かゆ ● 確認テスト「思」・異常発見のための変化が観察
のしくみ ３変化の気づきと対応 みやかぶれ）、身体への影響などについ ● できる。 「思」

て理解させる。 発表「態」 ・障害が与える影響についてイ
メージでき、その対応策を考
えることができる。「態」

11 「排泄」に関連 １排泄のしくみ 排泄の生理的意味と排泄物の性状・量 ６ ● ドリル確認「知」・便、尿の生成や排泄に関する
したこころとか 正常な排泄行為 尿・便・人工膀胱・人工肛門 ・回数、排尿や排便のしくみについて 基礎知識を理解している。「知」
らだのしくみ ２心身の機能低下が排泄に及ぼす影響 理解させるとともに便秘や下痢、失禁 ● 発表「態」 ・排泄の意義としくみについて

認知症・ストレス・ADL低下・下痢 などの機能の低下や障害の原因とその 説明できる。「態」
３変化の気づきと対応 影響についても理解させる。また生活 ● プリント確認 ・障害が起こった時の利用者の

場面における排泄状態や異常に気付く 「思」 状況がイメージできる。 「思」
ための観察ポイントなどについても理 授業観察「思」 ・異常発見のための変化が観察
解させる。 できる。

12 「 休息・睡眠」 １休息・睡眠のしくみ 休息や睡眠のしくみについて理解させ ６ ● ドリル確認「知」・睡眠についての基礎知識を理
に関連したここ 睡眠時間・レム、ノンレム・睡眠のしくみ る。併せて良質な睡眠のための環境条 解している。「知」
ろとからだのし ２心身の機能低下が休息・睡眠に及ぼす影響 件や生活習慣を理解させる。睡眠障害 ● 発表「態」 ・睡眠環境の条件整備について
くみ 睡眠障害 が及ぼす影響と介助の内容について理 説明できる。「態」

３変化の気づきと対応 解させる。 ● プリント確認 ・睡眠障害の介助方法を理解し
「思」 ている。 「思」

期末考査 1
3 １ 人生の最終段階 １人生の最終段階に関する「死」のとらえ方 様々な死のとらえ方について理解させ ４ ● 授業観察 「態」・尊厳を保持した終末期につい

のケアに関連し ２「死」に対するこころの理解 る。死の受容段階や家族への対応につ て考えることができる。「態」
たこころとから ３終末期から危篤状態、死後のからだの理解 いて理解させる。死後の身体的変化に ● ドリル確認「知」・終末期におこる様々な変化に

学 だのしくみ ４終末期における医療職との連携 ついて理解させる。呼吸困難や疼痛緩 ついてイメージできる。「知」
２ 和など終末期の変化を理解する。 ４ ● プリント確認 ・変化に伴う対応方法を考える

「思」 ことができる。 「思」
期 ● プリント確認 ・他職種連携について理解でき

「知」 る。
３ こころとからだ 1年間の振り返り学習 生活支援技術や介護実習に向けての総 ５ ● ファイル確認 利用者理解に向けて科学的根拠
の理解のまとめ まとめを行う。 確認テスト のありかを理解している。「知」
学年末考査 １
合 計 ７０

総合評価における各観点の割合 知識・技術５０％ 思考・判断・表現３０％ 主体的に学習に取り組む態度２０％
各評価方法･項目の割合 ①定期考査３０％程度 ②レポート・ノート ３０％程度 ③ 実技・技術 ２０％程度 ④授業態度２０％程度



教 科 単 学 指
家庭 家庭総合 位 ２ 単 位 １ 導 佐々 由美子 岸本 仁美

科 目 数 年 者
教 科 副 家庭総合学習ノート
書 家庭総合 自立・共生・創造 （東京書籍） 教 Ｓｕｐｅｒ Ｌｉｖｅ Ｖｉｅｗ（東京書籍）

材
科目の目標 ・人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図る。（知識）

・生活の営みに係る見方・考え方を働かせ，実践的・体験的な学習活動を通して，様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，男女が協力して主体的に
家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成することを目指す。(思考・判断・表現）

・よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。（態度）
目標達成に向けての取 ・人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環境などについて，生活を主体的に営むために必要な科学的な理解を図るとともに，それらに係る技能を
り組み 体験的・総合的に身に付けるようにする。

・家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを科学的根拠に基づいて論理
的に表現するなど，生涯を見通して課題を解決する力を養う。

・様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地域社会に参画しようとするとともに，生活文化を継承し，自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろう
とする実践的な態度を養う。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 人の一生と家族，家庭及び福祉，衣食住，消費生活・環 家庭や地域及び社会における生活の中から課題を発見し， 様々な人々と協働し，よりよい社会の構築に向けて，地
観点 境などについて，生活を主体的に営むために必要な知識を 解決策を構想し，実践を評価・改善し，考察したことを科学 域社会に参画しようとするとともに，生活文化を継承し，
及び 科学的に理解しているとともに，それらに係る技能を体験 的根拠に基づいて論理的に表現するなど，生涯を見通して課 自分や家庭，地域の生活の充実向上を図ろうと主体的かつ
趣旨 的・総合的に身に付けている。 題を解決する力を身に付けている。 協働的に取り組もうとしている。

※上記「評価の観点」については，次の表においては知識・技能は「知」，思考・判断・表現は「思」，主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 「家庭総合」 １「家庭総合」の学習内容や学習方法について ・家庭科での学びが自己の家庭生活や地域 ● ・授業観察 ・自己の家庭生活や地域の生活と関
オリエンテーショ の生活と関連付けて生活上の課題を設定 ・ﾜｰｸｼｰﾄ (思） 連付けて生活上の課題を設定し，

１ ン ２ ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄと学校家庭クラブ活動について し，解決方法を考え，計画を立てて実践 8 解決する力を身に付 けている。
しようとする。 （思）

・ﾎｰﾑﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄや家庭クラブの意義と進め方 ● ・授業観察（知） ・活動の意義と実施方法について理
学 について理解する。 ・ﾜｰｸｼｰﾄ 解している。（知）
５ 衣生活をつくる １ 被服の役割を考える ・被服の社会的・文化的背景と被服の多様 ● ・授業観察 ・衣生活を取り巻く課題など被服と

な機能や特徴について理解する。 ・ﾜｰｸｼｰﾄ （知） 人との関わりについて理解を深め
期 ２ 被服製作に向けて（エプロンの製作） ている。（知）

・これまで学習してきた被服の機能，素材 ● ・学習ﾉｰﾄ （知）・被服構成や被服製作について科学
・手縫い，ミシン縫いの基礎を学ぶ と管理の知識と応用しながら，目的に合 20 的に理解している。（知）

った被服を製作するために，被服が身体
・エプロン・三角巾・巾着の製作 の形に合わせてどのように構成されてい

６ るかを理解する。
・家庭科被服製作技術検定４級 ・被服製作の基本事項を確認し，被服 の ● ・エプロン作品 ・衣生活の自立に必要な技術を身に

製作ができる。 ・作品評価表（知） 付けている。（知）
7

期末考査 （衣生活について ） 1
８ 夏季休業 ・ホームプロジェクト

２ ９ 衣生活をつくる ２ 被服製作（エプロンの製作） ・被服製作を完成させ，相互評価がで ● ・製作作品 ・人々と協働し，よりよい社会
き，布を使った伝統的な生活の工夫 5 ・ﾜｰｸｼｰﾄ （態） に向けて，衣生活の科学と文

３衣生活の文化と知恵を学ぶ。 を知り，現代に生かす。 ・学習ﾉｰﾄ 化について課題の解決に取り
学 組もうとしている。（態）

ホームプロジェ ・実践内容について発表する。 ・実践課題を発表することを通して実 ● ・電子黒板を使っ ・家庭，地域の生活の充実向上
クト発表 践の成果や課題を共有する。 3 て成果物を発表 を図ろうと主体的かつ協働的

期 （態） に取り組もうとしている。（態）



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

衣生活をつくる ５ 被服を入手する ・被服の表示を調べ，品質を理解し， ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ ・健康と安全，環境に配慮した
２ 快適な衣生活を送る知識を習得する。 ・学習ﾉｰﾄ （知） 自己と家族の衣生活の計画・

6 被服を管理する 管理に必要な情報の収集・整
学 ・被服を長持ちさせるための管理方法 10 ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ （知） 理ができる。（知）

を知り，そのような態度が環境保全 ・学習ﾉｰﾄ ・被服管理と衛生について科学
期 にもつながることを知る。 的に理解している。（知）

人生をつくる １ 人生をつくる ・生涯を見通して自分のライフスタイ ・ﾜｰｸｼｰﾄ ・生涯発達の観点から各ライフ
ルを考えることができるように，様 ● ・学習ﾉｰﾄ （知） ステージの特徴と課題，自立

11 ２ 家族・家庭をみつめる 々な生き方について理解する。 と意思決定の重要性を理解す
・よりよい家庭を実現するために.家族 る。（知）

３ これからの家庭生活と社会 ・家庭と私たちの生活の結びつきを 10 ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ ・家庭・家族の機能と家族関係，
理解し，社会制度としての法律を理 ・机間指導（思） 家族の法律について思考を深
解する。 めている。（思）

・仕事と家庭の両立や家庭と地域の結 ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ ・様々な人々と協働し，よりよ
12 びつきについて理解し誰もが家庭や ・学習ﾉｰﾄ （態） い社会の構築に向けて青年期

地域のよりよい生活を創造できるに の自立と家族・家庭・社会の
はどのような社会を実現すればよい 課題の解決に主体的に取り組
か考えて実践しようとする。 み実践しようとしている。（態）

期末考査 （衣生活 人生をつくる ） 1
１ 経済生活を営む １情報の収集・比較と意思決定 ・自立した責任ある消費者として，よ ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ ・消費生活の現状と課題・消費

りよい意思決定ができるよう，現代 ・学習ﾉｰﾄ （知） 行動における意思決定につい
３ の消費生活における意思決定の重要 て理解を深め，生活情報の収

性と情報の活用について理解する。 集・整理が適切にできる。（知）
学 ２購入・支払いのルールと方法 ・生活における様々な契約について理 5 ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ ・契約の重要性や消費者保護の

解し，販売や支払い方法が多様化の ・机間指導 （思） 仕組みについて理解を深めて
期 中で責任ある消費行動がとれるよう いる。（思）

契約の重要性について考える。 ・自立した消費者として，責任
・消費者の権利と責任について理解し， ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ ある消費について問題を見出

３消費者の権利と責任 どうすれば消費者市民社会が実現で ・グループ学習 し解決策を構想し課題を解決
きるか考えて実践しようとする。 （態） する力を身に付けている。（態）

２ ４生涯の経済生活を見通す ・生涯安定した経済生活を営めるよう ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ （知）・生涯を見通した生活における家計
に，経済的自立の重要性や生涯を見 ・学習ﾉｰﾄ の管理や計画について理解を深め
通した働き方について理解する。 ている。（知）

３ ５家計をマネジメントする ・生涯を見通して家計をマネジメント 5 ● ・ﾜｰｸｼｰﾄ （知）・リスク管理の考え方について理解
する力をつけるため，家計の構造や を深めているとともに情報の収集
リスクを踏まえた金融資産のマネジ ・整理が適切にできる。（知）
メントについて理解する。

６これからの経済生活 ・大きく変化する世界経済の中で家計 ● ・人生ゲーム ・人々と協働しよりよい社会の構築
をマネジメントする力をつけるため， ・ワークシート に向けて消費行動と意思決定につ
家計と地域経済・国際経済のつなが （態） いて，問題の解決に主体的に取り
りについて理解するとともにどうす 組んだり，自分や家庭・地域の生
れば持続可能な経済成長が実現でき 活の充実向上を図るために実践し
るか考えて実践しようとする。。 ようとしている。 （態）

学年末考査 （ 経済生活を営む ） １
合 計 70

◇「 家庭総合」の総合評価における各観点の割合
知識・技能 ５０ ％ 思考・判断・表現 ３０ ％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「家庭総合 」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 4０ ％程度 ② レポート・ノート 1０ ％程度
③ 実技・技術 4０ ％程度 ④ 授業態度 １０ ％程度



教 科 単 学 指
福 祉 福祉情報 位 ２ 単 位 １ 導 岸本 仁美 佐々 由美子

科 目 数 年 者
教 科 副
書 福祉情報活用（実教出版） 教 全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集 3級

材
科目の目標 １社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに、情報処理に関する知識と技術を習得させる。【知】

２社会福祉や介護現場で生じる情報化の課題について考え、職業人としての倫理観を踏まえて、科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を育成する。【思】
３福祉の各分野で情報及び情報手段を主体的かつ適切に活用する能力と態度を育てる。【態】

目標達成に向けての取 情報機器や情報ネットワークを活用する基礎的な知識と技術を習得させ、社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させるとともに、情報化の進展に
り組み 主体的に対応できる能力と態度を育てる。

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 現代及び今後の社会福祉に関する事柄に対する関心を高 現代の社会福祉に関する課題を見いだし、他の福祉科目で学習 社会福祉に関する事柄に対する関心を高め、情報処理
の め、情報処理機器を活用することにより、福祉制度や福 した内容や各種資料を活用し、情報機器とプログラミング的思考 機器を活用することにより社会福祉の向上を図ろうと
観点 祉サービスの実際を理解する。 用い、創造的に諸課題を解決する力を養う。 する態度を身に付けている。
及び
趣旨

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技能は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 情報化の進展と １ 情報化の進展と社会 情報社会における情報モラルとネッ １２ ● 実技評価【知】 ・福祉情報活用を学ぶ目的を理
生活産業 ２ 生活産業における情報化の進展 トワークセキュリティ管理の重要性に 学習プリント【知】 解している。【知】

１ ついて学び、情報社会に主体的に対応 ● 【思】 ・情報モラルの向上とセキュリ
できる態度を育成する。 自己評価【態】 ティ管理の重要性について理

解し、創造的に解決しようと
学 ５ 情報モラルとセ １ ネットワーク社会の危険性 している。【思】

キュリティ ２ 情報モラルとマナー ● ・情報の管理やセキュリティに
ついて主体的に取り組んでい

期 る。【態】

６ 情報機器と情報 コンピューターのしくみ 情報社会の進展を踏まえ、情報活用 １３ ● 実技評価【知】 ・コンピュータの基本機能や周
通信ネットワー ハードウエア 能力を育成する観点から、情報機器の 辺機器の仕組み、プログラミ
ク ソフトウエア 仕組み及び情報機器を用いた情報処理 ングについて理解している。

や情報通信ネットワーク、プログラミ 【知】
７ 情報機器の仕組みとプログラミング ングの仕組みについて取り扱い、理解 ● ● 学習プリント【態】・情報通信ネットワークの課題

情報通信ネットワークの仕組み させる。 自己評価【思】 について、職業人に求められ
る倫理観を踏まえ、科学的な
根拠に基づき創造的に解決
しようとしている。【思】【態】

期末考査 １

８ 夏季休業



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

９ 情報の処理・分 １ 日本語ワードプロセッサの利用 各種アプリケーションソフトウェア １５ ● 学習プリント【知】・word の基本的な機能や操作
析・発信 に関する基礎的な知識や技術を習得し、 方法を理解している。【知】

２ 活用させる。
10 ● ● 実技評価・自己評 ・速く正確にキーボードの操作

価【知】【態】 をし、入力することができる。
学 【知】【態】

11 情報の処理・分 ２ 表計算ソフトの利用 表計算ソフトの基本的な機能や操作 １５ ● 実技評価 ・エクセルの基本的機能や操作
期 析・発信 方法などについて理解させるとともに、 学習プリント 方法を理解し、簡単なデータ

データ処理・グラフ作成などに関する 自己評価 処理や表作成をすることがで
12 基礎的な知識と技術を習得させる。 実技テスト きる。【知】

● ● ・収集した情報の表作成を行
う。【知】【思】

● ● ・画像や図表などでわかりやす
く表している。【思】【態】

期末考査 １
３ １ 情報モラルとセ セキュリティ管理 福祉の分野における情報機器活用に １２ ● ● 実技評価・学習プ ・インターネットを使用し情報

キュリティ ついて、情報通信ネットワークを活用 リント【思】【態】 収集を行い、その処理を行う
２ するとともに、個人情報の管理を含め ことができる。【思】【態】

学 た、ネットワークセキュリティ管理の ● 学習プリント【知】・情報セキュリティや著作権に
３ 情報機器と情報 情報機器の仕組みとプログラミング 重要性について学び、情報社会に主体 ついて理解している。【知】
通信ネットワー 情報通信ネットワークの仕組み 的に対応できる態度を育成する。

期 ク

学年末考査 １

合 計 ７０

◇「福祉情報」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ４０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ３０％

◇「福祉情報」の総合評価における各評価方法･項目の割合 （例）
① 定期考査 ３０％程度 ② レポート・ノート ２０％程度
③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 授業態度 ２０％程度



令和７年度 年間学習指導計画表【２年生】

教 科 単 学 指
福 祉 社会福祉基礎 位 ２ 単 位 ２年 導 杣友愛梨

科 目 数 年 者
教 副
科 社会福祉基礎（実教出版） 教 社会の理解（中央法規）
書 材
科目の目標 ・社会福祉の理念と意義を理解し、社会構造やライフスタイルの変化をふまえた新しい福祉社会を実践する態度を育成する。【知】

・社会福祉の歴史を理解し、現代社会における社会福祉の意義や役割を考える力を身に付ける。【思】
・対人援助の技術や多様な社会的支援について理解し、実践的・体験的な学習活動を行うことで社会福祉に関する諸課題を主体的に解決する力を身に付ける。【態】

目標達成に向けての ・日常生活と社会保障制度との関連について考えさせるとともに、対人援助の視点から福祉の支援が行われる必要性を理解させる。
取り組み ・社会保障制度の基本的な仕組みや社会福祉の各分野が生まれてきた社会的背景、各分野の課題について考えさせることをねらいとして取り組む。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 現代社会における社会構造の変容や特色について理解し、社 日常生活から派生する社会福祉に関する諸課題の解決を目 社会福祉に関心をもち、福祉社会に向けた課題に主体的に
観点 会福祉に関する基礎的な知識を身に付けるとともに、社会福 指して思考を深め、基礎的な知識と技術を基に、福祉に携 取り組むとともに、社会福祉に関する幅広い視野と福祉観
と 祉の意義や役割を理解し、福祉に関する諸活動に対応するこ わる者として適切に判断し、表現する創造的な能力を身に や社会福祉の向上を図る実践的な態度を身に付けている。
趣旨 とを目指してその技術を適切に活用している。 付けている。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 生活を支える社 １ 子ども家庭福祉 ・現代の少子化の現状とその背景と対 １０ ● ワークシート ・子どもを取り巻く現状と課題に
会福祉・社会保 ・子育て支援 策について理解させる。 確認テスト ついて関心を持つことができる。
障制度 ・障害のある子どもの福祉 ・子育てにおける様々な問題や課題を ● 【知】

・子どもの健やかな成長への支援 知りフォーマル・インフォーマルな ● ・子育てに関する問題の課題に気
１ ５ ・市町村と児童相談所 支援とその現状について理解させる。 づくことができる。【知】

・社会的養護と児童虐待への対応 ・障害のある子どもの支援については ・課題と対策（法整備やサービス
・子どもの貧困とひとり親家庭への福祉 障害者総合支援法と児童福祉法の関 等）を結びつけて考えることが

学 ・子どもの権利と子ども家庭福祉 係についても理解させる。 ● できる。【思】
・虐待や貧困など尊厳に関わる問題に ・特に支援の必要な障害や虐待、
直面する子どもの支援を理解させる。 貧困などの問題の現状を理解し、

期 解決する態度を身に付けている。
【態】

中間考査 １ 考査
６ 生活を支える社 ２ 生活支援のための公的扶助 ・生活保護の意義と役割について理解 ５ ● ワークシート ・人間の尊厳に関わる制度として
会福祉・社会保 ・生活保護とは させる。 確認テスト の生活保護について学ぶ意欲と
障制度 ・生活保護の種類と基準 ・根幹となる原理と原則について理解 態度が身に付いている。【態】

・生活保護の実施運営体制と最近の動向 させる。 ● ・制度の種類と基準について理解
・生活資金の支援制度・ﾎｰﾑﾚｽの自立支援 ・生活保護の種類と基準について近年 できている。【知】

の傾向とともに理解させる。 ● ・近年の傾向や支援内容について
７ ３ 国民生活を支える社会保障制度 ・実施運営体制と自立支援制度につい ６ 理解できている。【知】

・日本の社会保障制度の枠組み て理解させる。 ● ・制度の内容について理解し、事
・健康保険と国民健康保険 ・全体像と各制度の関係について学ぶ。 例等から対象と制度を結びつけ
・高齢者医療制度等 ・対象者と保険制度の内容について理 て考えることができる。【態】

解させる。

期末考査 １ 考査
基礎実習Ⅱ 前半 7月 9日～ 7月 24日

８ 夏季休業



９ 基礎実習Ⅱ 後半 9月 3日～ 9月 25日
２ 生活を支える社 ・公的年金制度の体系 ・年金制度の体系とそれぞれの制度の １０ ● ワークシート ・憲法 25 条生存権ともかかわり

会福祉・社会保 ・公的年金の給付 対象者、給付の種類について理解さ 確認テスト の深い制度であることを理解し
障制度 ・雇用保険と労災保険 せる。 た上で学ぶ意欲と態度を身に付

学 ・雇用保険の歴史や意義、役割、内容 けている。【態】
10 について理解させる。 ● ・年金制度のしくみと種類、内容

・労働者災害補償保険についてその意 について理解できている。【知】
期 義と役割、内容について事例等から ● ・雇用保険についての内容の理解

理解させる。 と社会の情勢に応じて求められ
る内容の変化に気づく。【思】

● ・労災の内容について理解してい
る。【知】

中間考査 1 考査
10 生活を支える社 ・社会保障制度のまとめ ・各制度の目的と対象、内容について ８ ワークシート ・事例から事故内容をそれぞれの
会福祉・社会保 整理させる。 ● 確認テスト 保障制度に結びつけることがで
障制度 きる。【思】

11 地域福祉の進展 １ 地域福祉の進展と地域の将来 ・ボランティア活動の意義と役割、そ ８ ● ワークシート ・ボランティアの意義と役割につ
と多様な社会的 ・地域福祉活動とボランティア の状況について理解させる。 確認テスト いて理解するとともに自ら奉仕

12 支援制度 ・非営利民間福祉活動 ・非営利民間福祉活動の意義と役割、 の精神と態度を身につける。【態】
・福祉のまちづくりと地域社会の将来 その代表的なものである社会福祉協 ● ・それぞれの目的と活動内容につ

２ 多様な社会的支援制度 議会や協働組合、特定非営利活動法 ６ いて理解する。【知】
・地域医療 人について理解させる。 ● ・福祉のまちづくりについての具
・教育 ・バリアフリー等、町の中の福祉の状 体的方策を理解し、自分たちが
・雇用と就労支援 況について理解させる。 暮らしている地域のバリアフリ
・住宅と居住サポート ・地域生活を営む上で必要とされる様 ー等の整備について知る。【知】
・司法と福祉の連携 々な支援について理解させる。 ● ・多様な社会的支援の種類と内容
・権利擁護と成年後見制度 ・権利擁護について学び、その具体的 について理解する。【知】

支援である成年後見制度と日常生活 ● ・成年後見制度と日常生活支援事
自立支援事業の支援について理解さ 業の内容と対象について理解し
せる。 た上で事例からあてはまる支援

を導くことができる。【思】
期末考査 １ 考査

１ 地域福祉の進展 ３ 社会福祉の将来と福祉の担い手 ・自助・公助・共助・互助についてそ 12 ● ワークシート ・自助・公助・共助・互助につい
３ と多様な社会的 ・新しい社会連帯と福祉の推進 れぞれの具体例から理解させる。 確認テスト て具体例を理解できている。【知】

支援制度 ・多様なニーズを抱える人々への支援 ・ホームレスや引きこもりなど多様な ● ・現代社会のニーズとその対応に
・福祉介護人材の養成とキャリア形成 ニーズを知り、対応について学ぶ。 ついて理解できている。【知】

学 ２ ・日本における社会福祉の役割と新しい方 ・専門職と資格と活躍する現場につい ● ・専門職について学ぶとともに自
向 て理解させる。 らの進路を考え行動できる。【態】

・社会変動を知り、その中での社会福 ● ・社会福祉の必要性とその中で自
期 ３ 祉の役割とそのために必要な社会資 分ができることやしなければな

源について理解させる。 らないことに気づく。【思】
学年末考査 １ 考査
合 計 70

◇「社会福祉基礎」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０％

◇「社会福祉基礎」の総合評価における各観点の割合
① 定期考査 ６０％程度 ② レポート・ノート ２０％程度 ③ 小テスト １０％程度 ④ 授業態度 １０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 介護福祉基礎 位 ２ 単 位 ２ 導 原 佐緒理 ・ 新田 剛司

科 目 数 年 者
教 副 介護福祉士養成講座３介護の基本Ⅰ（中央法規出版)
科 介護福祉基礎（実教出版） 教 介護福祉士養成講座４介護の基本Ⅱ（中央法規出版）
書 材 介護福祉用語辞典 介護福祉士国家試験合格ドリル（中央法規出版）
科目の目標 １ 介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方を習得させる。【知】

２ 介護の現代的意義や役割について考えさせ、介護を取り巻く状況や介護福祉サービスの確立や様々な社会的対応について理解させる。【思】
３ 介護を必要とする人に対して自立支援の観点に基づき、自己実現が達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。【態】

目標達成に向けての取 ・介護を取り巻く社会状況を理解させ、介護従事者として国民の求める介護従事者としてのの職業観を育成する。
り組み ・サービス利用者のプライバシーや人権尊重の意義を人間としての尊厳の保持するための介護の必要性に関連づけて理解させる。

・介護を必要とする人の生活について理解し、介護保険法や障害者自立支援法の内容について具体的に理解させる。
・介護者の安全や倫理について介護実習の取り組みと関連づけて体験的に学習させる。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 介護に必要な知識や意義、役割について体系的・系統的 介護に関する諸問題の解決を目指して思考を深めたり、判断した より良い介護を目指して自ら学び、福祉社会の創造と
の に理解していると共に、関連する介護技術を身につけて り、表現したりしている。また、介護に関する諸問題を発見し、 発展に主体的かつ協働的に取り組む態度を身につけて
観点 いる。 介護者としての倫理観を踏まえて、合理的かつ創造的に解決する いる。
及び 力を身につけている。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 第２編 ４介護実践における連携 介護に関わる様々な職種やチームケアの目的と ４ ● 学習プリント ・多職種連携に必要な専門職につい
介護福祉の担い手 ～協働する多職種の役割と機能～ 意義について学ばせる。保健・医療・福祉に関 ・小ﾃｽﾄ【知】 ての基本的な知識を身につけてい

１ ・多職種連携とチームケア する他の職種の専門性や役割と機能を理解さ る。【知】
・介護と医療 せ、医療従事者や関連する専門職との連携につ ● 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ【思】・多職種連携の必要性を理解し、ｹｱ

５ ・介護支援専門員とケアチームの連携 いて学ばせる。介護支援専門員の役割や専門性、 ２ ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ業務における諸問題につい
学 ・介護従事者とボランティアの連携 ケアマネジメント業務に必要な取り組みを学ば て考え、創造的に解決しようとして

せる。超高齢社会が抱えている課題を理解し、 いる。
地域での生活を維持するために必要な地域包括 ● 授業観察・ﾌﾟﾘ ・地域社会の役割について主体的に

期 ケアシステムやボランティアの役割を考察させ ﾝﾄ【態】 考察している。【態】
る。

中間考査 １
６ 第３編 ２高齢者の生活と支援 高齢者がどのようなときに生きがいを感じるの ６ ● 学習プリント ・高齢者の社会参加について理解し
介護を必要とする ・高齢者の活動 か理解し、健康で生き生きと社会参加できるよ 【知】 ている。【知】
人の理解と支援 ・高齢者を取り巻く環境の考え方 うな仕組みを考察させる。高齢者の心身機能の ６ ● ・高齢者の環境を理解し正しい知識

・高齢者の生活支援 変化、社会的孤立など高齢者の環境の変化を学 を身につけている。【知】
び、それが日常生活に及ぼす影響を理解し、介 ● 授業観察【態】・高齢者の生活支援について理解
護予防のためにどのような支援ができるか考察 小テスト し、主体的に考察している。【態】
させる。

３障がい者の生活と支援 社会状況などによって障害の概念が変化してい ● 学習プリント ・障がい者の生活と支援について理
・障害とは ることを理解し、社会の環境を整えるための具 【知】 解し、正しい知識を身につけてい
・身体障害（肢体不自由・視覚障害・聴覚 体的な支援の方法を学ばせる。それぞれの障害 る。【知】
言語障害・内部障害）者の生活と支援 の原因や定義、現状を理解し、生活上の困難な ● 学習プリント ・障害の種類とその障害の特性に応

・知的障害者の生活と支援 場面や必要な支援の方法について考察させる。 【思】 じた支援の方法を創造的に解決し
・発達障害者の生活と支援 また、一人ひとりの生活歴があることを意識 ようと考えている。【思】
・精神障害者の生活と支援 し、その上で本人にとって暮らしやすい環境作 ● 授業態度・ﾌﾟﾘ ・障がい者の生活環境の整備につい

りに必要な支援を考察させる。 ﾝﾄ【態】 て理解し、主体的に考察している。
【態】

７ 期末考査 １



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

７ 介護実習(7月 9日～ 7月 24日)
８ 夏季休業

介護実習(9月 3日～ 9月 25日)
９ ４介護を必要とする人の生活を支えるしく 校内で学習した知識と実際の介護現場におけ ８ ● 実習記録 ・実際の利用者の状態を観察し適切

み る高齢者の生活とを結びつけ、高齢者個々に応 【知】【思】【態】 に記録できる。【思】
２ ・高齢者を支える介護のあり方 じた支援について理解させる。

（在宅/施設 介護福祉サービス） 介護過程における ICF の視点に基づくアセス ● ● ・介護過程のアセスメントにおい
６介護過程 メントの位置づけを理解させ、得られた情報か て、の諸課題を発見し解決しよう

学 ら生活課題を明らかにしていく方法を考察させ としている。【知】【態】
10 る。

第４編 ３感染対策 感染症の仕組みを理解し、法律に基づいた対策 ８ ● 学習プリント ・感染症について理解し、正しい知
期 介護における安全 ・感染症の理解 を学ばせる。感染症の基本的な予防策を理解し、 【知】【思】【態】 識を身に付けている。【知】

確保と危機管理 ・感染症の予防対策 介護施設における感染対策の必要性について ● ・感染症に関する諸課題を発見し、
(リスクマネジメ ・介護現場で出会うことの多い感染症 学ばせ、代表的な感染症の原因、感染経路、症 解決しようとしている。【思】
ント) 状について理解し、感染対策について考察させ ● ・利用者の安全で安心な暮らしを守

る。 るため、感染症の原因やその対策
について主体的に考察している。

11 【態】
中間考査 １
第４編 介護従事者の安全 安全で安心な暮らしを守るため、リスクが生じ １０ ● 学習プリント ・介護のリスクマネジメントを理解
介護における安全 １介護における安全と事故対策 やすい場面やその対応、リスクマネジメントに 【知】 し、正しい知識を身に付けている。
確保と危機管理 ・介護におけるリスクマネジメント ついて学ばせる。安全で安心な暮らしを守るた 【知】

・事故予防のための対策 め、事故予防の取り組みや組織としての対応を ● 授業観察【態】・介護の事故予防を理解し、日常生
12 ・介護現場で多い事故 学ばせる。高齢者の身体的・心理的特徴をふま 活において実践できる。【態】

・身体拘束の禁止 えて、生じやすい事故について理解し、事例を ● 学習プリント ・介護現場で生じる諸課題について
・介護現場における防災対策 通して改善や防止策を考察する。また、安全で ８ 【態】 主体的に考察している。【態】

安心な暮らしを守るため、日頃から準備をして ● ・防災対策や防災時の福祉施設の役
おくことを理解し、防災時に福祉施設が担う役 割について主体的に考察してい
割を考察させる。 る。【態】

期末考査 １
１ 第４編 ２介護従事者の健康管理 介護従事者の健康管理が介護の質に関わること ６ ● 学習プリント ・健康管理の重要性を理解し、正し
介護における安全 ・健康管理の重要性 を理解させ、健康管理の重要性を学ばせるとと 【知】【思】 い知識を身につけている。【知】

３ 確保と危機管理 ・心理面の健康管理 もに必要な対策や制度を理解させる。介護従事 ● ・心理面の健康管理に関する諸課題
・身体面の健康管理 者としてのメンタルヘルスケアの必要性につい を発見し解決しようとしている。

２ ・労働安全衛生に関する知識 て理解し、介護とストレスについて考察させる。 ６ 【思】
学 ４福祉用具と介護ロボット より良い介護を提供するため、介護従事者の身 ● 授業観察・学 ・労働安全衛生について主体的に考

・福祉用具と介護ロボットの必要性 体面の健康管理が必要なことを理解し、腰痛予 習ﾌﾟﾘﾝﾄ【態】 察している。【態】
・福祉用具と介護ロボットの有効的な活用 防策や機器の利用方法を学ばせる。 ● 確認ﾃｽﾄ 【知】・福祉用具について理解し正しい知

期 利用者の尊厳を守り、自分らしい生活を実現す １ 識を身につけている。【知】
３ るために福祉用具を活用することを理解しどの ● 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ・発 ・福祉用具を活用することでの諸課

ような影響があるか考察させる。 表【思】【態】 題を発見し、解決しようとしてい
る。【思】

● ・今後の福祉用具の活用について主
体的に考察している。【態】

学年末考査 １
合 計 ７０

◇「 介護福祉基礎 」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「 介護福祉基礎 」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ５０ ％程度 ② レポート・ノート ２０ ％程度 ③ 実技・技術 ２０ ％程度 ④ 授業態度 １０ ％程度



教科 科
単

学
指

福 祉
目

生活支援技術 位 ３ 単 位
年

２ 導 新田剛司 原佐緒理 亀島木綿子
数 者

教科 生活支援技術 （実教出版） 副 最新介護福祉士養成講座６ 生活支援技術Ⅰ （中央法規）
書 教 最新介護福祉士養成講座７ 生活支援技術Ⅱ （中央法規）

材
科目の目標 (1)自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解させ、基礎的な介護の知識と技術を習得させる。（知識・理解）

(2)様々な介護場面において適切かつ安全に支援できる方法を考え実践する。（思考・判断・表現）
(3)生活支援における課題について関心を持ち主体的に課題に取り組む態度を育成する。（態度）

目標達成に向けての (1)「こころとからだのしくみ」の授業と連動させ、科学的な知識の裏付けによる支援の必要性や方法を理解する。
取り組み (2)生徒自身が利用者役・介護者役になることで、利用者との人間関係について理解し基礎的なコミュニケーション能力の育成を図る。

(3)利用者の生活や個別性、尊厳を踏まえた生活の自立について理解し、それに必要な実際的な支援の方法が提供できるよう考える態度を養う。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 生活支援技術の意義や役割を理解すると共に、介護分 介護に関する諸問題の解決を目指して思考を深め、基礎的・基 生活支援における課題について関心を持ち、利用者の
観点 野における基礎的・基本的な技術を身につけている。ま 本的な知識と技術を活用し、適切に判断し創意工夫する能力を身 生活の自立を目指して主体的に学習に取り組むととも
及び た、実際の支援内容を合理的に計画し、適切に実践する につけている。 に、課題解決のための実践的な態度を身につけている。
趣旨 ことでその成果を的確に表現する。

※上記「評価の観点」については，次の表においては知識・技術は「知」，思考・判断・表現は「思」，主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
１ ４ オリエンテーシ ○２年次の授業内容と授業の進め方 ・1 年次の学習をふまえ、サービス利 10 ● プリント・ワ ・2 年次の生活支援技術について学

ョン ○実習時の確認事項 用者の尊厳を保持した自立支援の方 ークシート 習すべき内容をイメージし、食事
法、基本的な心身状態の観察や実際 【知】 の意義と咀嚼・嚥下のしくみが理

学 の介護の方法について理解させる。 解している。【知】
５ 食事の介護 ○自立に向けた食事の介護 ・食べる意欲を支える介護や安全で安 20 ● ● 実技練習観察 ・利用者が安全で満足できる食事を

食事における介護技術 楽な食事の介護などを取り上げ、身 【知】【思】 摂れる介助ができる。【知】【思】
期 ・食事の意義、咀嚼・嚥下について 体機能の低下や食事介護を必要とす ● レポート【態】 ・レポートを期日に提出できる。

・疾患や咀嚼・嚥下の状態に応じた食事の内容や る利用者の状態に応じた食事につい 【態】
形態について て基礎的な知識と技術を習得させる。 ● 自己評価【知】 ・心身の状態に応じた（一部介助・

・食事介助（一部介助） ・心身の状態に応じ、誤嚥なく安全で 全介助）介助が提供でき、自立に
・食事介助（全介助） 「おいしい」と感じる食事を提供で 向けた、安全で満足できる食事介

きる介助技術を習得させる。 助の技術を身につけている。【知】
中間考査 1

６ 入浴・清潔保持 ○自立に向けた入浴・清潔保持の介護 ・入浴や清潔保持の意義や目的につい 13 ● ﾜｰｸｼｰﾄ【知】 ・清潔介助が必要な利用者に対して
の介護 入浴・清潔保持の意義と目的 て理解させるとともに、入浴の楽し の配慮点を理解している。【知】

入浴・清潔保持における介護技術 みを支える介護、ﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに配慮し ● 実技練習観察 ・清潔介助が必要な利用者に対し
・足浴 た安全で安楽な方法について学ぶ。 ・ﾚﾎﾟｰﾄ【思】 ての配慮点を理解し、必要な物品
・洗髪 ・自立に向けた清潔保持の方法に関す を準備している。【思】

７ ・清拭 る基礎的な知識と技術を習得させる。 ● 自己評価【態】 ・各自が役割を認識し、連携が取れ
・観察の必要性や入浴に伴う事故の予 利用者の安全、安楽やプライバシ
防と安全な浴室環境の整備などの留 ー配慮した行動がとれている。
意点について理解させ事故時の対応 【態】
についての知識と技術も習得させる。

技術確認 ○介護実習に向け介助技術を復習する ・体位変換、移乗・移動、歩行介助、 4 ● 実技練習観察 ・安全で安楽で、自立支援を促し、
着脱介助、車椅子移動介助、排泄介 【思】 利用者の尊厳が保持できる介助が
助、食事介助、清潔介助について介 でき、利用者の安心と納得につな
助の練習をすることにより介助の手 がる声かけができる。【思】
法とその科学的根拠を確認させる。

期末考査 １
基礎実習Ⅱ 7月９日～７月２４日（10日間）



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

９ 基礎実習Ⅱ ９月３日～２５日（13日間）
２ 入浴・清潔保持 入浴・清潔保持における介護技術 ・機器の作動状況の確認や操作方法の 10 ● 実技練習観察 ・基本的な機器操作や環境整備の方

の介護 ・機械浴 習得、事故の予防と、安全な浴室環 【態】 法が習得できる。【知】
境の整備などの留意点について理解 ● 実技練習観察 ・利用者状態に応じた物品が準備で

学 させ、それぞれの非常時の対応につ レポート【思】 きる。【思】
いての知識と技術も習得させる。 ● ● 実技練習観察 ・利用者の安全や安楽の確保や尊厳

・ﾁｰﾑｹｱを体験し、役割を果たす重要性 自己評価 が保持できる行動がとれている。
期 を理解し責任感を身につけさせる。 【知】【態】 【知】【態】

中間考査 1
10 身じたくの介助 ○口腔の清潔 ・清潔介助と関連して身じたくへの意 12 ● 実技練習観察 ・身じたくと社会参加の関連や口腔

・歯磨き 欲や装いの楽しみ、社会参加を支え 【知】 ｹｱの重要性を理解している。【知】
・口腔清拭 る介護などを取り上げ、利用者の状 ● レポート【思】・利用者に応じた物品が準備できて

態に応じた整容を含んだ清潔保持に いる。【思】
おける基礎的な知識と技術を習得さ ● 自己評価【態】・利用者の安全、安楽やﾌﾟﾗｲﾊﾞｼｰに
せる。 配慮した行動がとれている。【態】

・口腔ｹｱが疾患予防にもつながること ● 実習観察【思】・利用者の希望を尊重し、適切な介
を認識させた上で適切な口腔ｹｱの技 助方法が選択できる。【思】
術を身につけさせる。 ● レポート【知】・利用者の自立支援につながる介助

について理解している。【知】
11 緊急時の対応 ○想定される事故と予防の視点 ・緊急時における介護の意義や目的に 14 ● 実技練習観察 ・緊急時における連携について理解

○緊急時の連携 ついて理解させ、日常生活における 【知】 できている。【知】
応急処置の実際 危険の予防や高齢者におこりやすい ● レポート【態】・高齢者の起こりやすい事故とその
・圧迫止血・骨折の手当て 緊急事態と適切な対応に関する基礎 予防方法を理解できている。【態】
・誤嚥時の処置・熱傷の処置 的な知識と技術を習得させる。 ● ● 確 認 テ ス ト ・応急処置の実際を習得できてい

【知】【思】 る。【知】【思】
12 応急処置・緊急 ○一次救命処置 ・一時救命処置の対応における基本的 4 ● 実 技 テ ス ト ・一次救命処置の手順と方法を理解
時対応の実際 ・心配蘇生法・ＡＥＤ な手順と方法を理解させる。 【知】 し実践できる。【知】

期末考査 1
３ １ 医療依存度の高 ○医療的処置 ・介護現場で実際に行われることのあ 13 ● 実技練習観察 ・利用者の状態を理解し、どのよう

い高齢者のケア ・浣腸 る医療的な処置について具体的に理 【知】 な医療的処置が必要か理解する
２ ・ストーマ 解し、処置の対象者である高齢者の ことができる。【知】

学 ・導尿 心身の状態について理解させる。 ● レポート【思】・介護実習中に関わった利用者から
・服薬 ・介護職に求められる医療的ケア実施 医療の必要性や連携について考え

３ の基礎について理解し、基本的な知 ることができる。【思】
期 識と技術を習得させる。 ● ＤＶＤ視聴 ・さまざまな利用者に対応できる知

【知】 識を習得できる。【知】
● レポート【思】・それぞれの処置についてｲﾒｰｼﾞし、

利用者の安全・安楽のために何が
できるか考えることができる。
【思】

● 実技練習観察 ・医療的な処置を必要としている利
【思】【態】 用者について理解しながら、安全

安楽な介助ができる。【思】【態】
学年末考査 1
合 計 105

◇「生活支援技術」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ４０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ３０％

◇「生活支援技術」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ４０％程度 ② レポート・ノート ２０ ％程度 ③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 授業態度 １０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 介護過程 位 ２ 単 位 ２ 導 新田 剛司

科 目 数 年 者
教 科 副
書 介護過程（実教出版） 教 最新介護福祉士養成講座９ 介護過程（中央法規）

材
科目の目標 ・介護過程の意義と目的やそのプロセスを正しく理解することができる。【知】

・尊厳の保持と自立支援の観点に基づいて、実際に介護過程が展開できる能力と態度を育てる。【思】
・介護を必要とする利用者の生活を理解し、主体的に支援の内容を考え、実践する能力を育てる。【態】

目標達成に向けての取 ・サービス利用者が人間としての尊厳を保持しながら自立した豊かな生活が送れるようにするための、介護過程の意義や役割について理解できる。
り組み ・他科目で学んだ知識や技術を生かして、介護計画を立案し、適切な介護サービスの提供ができる実践的な能力や態度を身につけることができる。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 介護過程の目的と意義、その必要性について理解する 介護過程において、サービス利用者の尊厳の保持と自立のため 他科目に関して学んだ基本的知識や技術を生かして、
の と同時に、他科目での学びと関連づけながらアセスメン にどのような支援が必要であるか思考し、アセスメントや計画の サービス利用者一人ひとりに応じた適切な介護を実践
観点 トや計画立案の具体的な方法について理解していると共 立案等によって介護従事者としての総合的な判断や表現ができ するため、必要となる思考と実践のプロセスが介護過
及び に、介護従事者としての必要な実践能力を身につけてい る。 程であることを主体的に学ぼうとしている。
趣旨 る。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
１ ４ 介護過程の 介護過程とは 生活における目的について理解し、 ５ ● ワークシート【知】・介護過程における目的と目標

意義と目的 介護過程の目的と人（相手）を理解すること 介護過程における目的と利用者理解に の意義について学習すべき内
課題解決の援助 ついて学ぶ。 容が理解できている。【知】

学 介護過程の意義と基礎的理解 サービス利用者の生活支援において
介護過程の各段階 介護過程が必要であることを理解する。 ● レポート【態】 ・生活支援において必要な介護

介護過程の各段階の構成要素を理解す 過程という思考過程を理解
期 る。 し、活用できる。【態】

５ 介護過程の理解 介護過程におけるニーズ 様々なニーズの判断と課題解決の方 ８ ● ワークシート【思】・介護過程の全体的像が具体的
様々なニーズとその明確化 法について理解する。 な事例を通して理解できてい
介護過程の全体像 介護過程の全体像を理解する。日常生 る。【思】
アセスメント・計画立案・実施・評価 活の支援が場面ごとの単発ではなく、 ● レポート【態】
情報収集とアセスメントの実際 個別の情報収集→計画→実施→評価の ・ＩＣＦの視点によるアセスメ

サイクルの繰り返しの中で行われてい ントとその実施方法が理解で
ることを理解する。 きている。【態】

中間考査 １
６ 介護過程の展開 介護過程の実践的展開 情報を収集する際に「事実」をどの ８ ● ワークシート【思】・介護過程の展開が理解できて

介護過程の展開の理解 ようにとらえるか、また、記録の注意 いる。【思】
事例での介護過程の展開 点を理解する。支援者が把握すべき「事 ● レポート【態】 ・情報の取捨選択ができ、整理
アセスメントの実際 実」のカテゴリーを理解する。 することができる。【態】



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

１ ７ 介護過程の展開 基礎実習 受け持ち利用者のアセスメントがで ２ ● 自己評価 ・受け持ち利用者の情報収集とア
学 きる。 実習記録【知】 セスメントが実施できている。
期 【知】

期末考査 １
基礎実習Ⅱ ７月９日～７月２４日

２ ８ 夏季休業
９ 基礎実習Ⅱ ９月３日～９月２５日
介護過程の展開 基礎実習 実習で受け持った利用者について収 ６ ● 実習記録 ・記録ができている。

学 基礎実習における介護過程の展開 集した情報を、実習記録等をもとにま ワ ーク シー ト ・実習を振り返り、受け持ち利用
実習の振り返りからの介護過程の展開 とめることができる。 【知】 者の情報についてまとめができ

ている。 【知】
期 10 中間考査 １

介護過程の展開 現場での情報収集とアセスメントの確認 アセスメントの整理、確認ができ、 ７ ● ワ ーク シー ト ・収集した情報をもとにアセスメ
記録の確認 それに基づき、受け持ち利用者の生活 【思】 ントを整理し、共有できるよう

課題（ニーズ）を考えることができる にわかりやすくまとめることが
ことができる。 できている。【思】

介護過程の展開 アセスメント整理・まとめ 受け持ち利用者のアセスメント等の ７ ● ワークシート ・実習を振り返り、まとめができ
生活課題の明確化 共有がはかれるようにわかりやすくま 自己評価【知】 ている。【知】

11 とめることができる。 ● レポート【思】 ・アセスメント整理ができ、担当
受け持ち利用者が抱えている生活課 利用者の生活課題（ニーズ）を

題（ニーズ）を明確化することができ 把握することができている。
る。 【思】

介護過程の展開まとめ 介護過程の一連の流れを、理解して ５ ● ワ ーク シー ト ・授業で学んだ介護過程のプロセ
12 いる。 【思】 スと実際のアセスメントを照ら

し合わせ、再度介護過程の一連
の流れとその要点を確認し、理
解している。【思】

期末考査 １
３ １ 介護過程の展開 実習における介護計画作成 受け持ち利用者の生活課題（ニーズ） ８ ● レポート ・受け持ち利用者の自立支援に繋

から長期目標、短期目標、具体的な支 発表態度 がる介護計画の立案ができてい
援内容の順に考え、介護計画を立てる 自己評価 る。【知】

学 ことができる。 ワ ーク シー ト
２ 【知】

実習における介護計画作成 受け持ち利用者のアセスメントから ７ ● ワークシート ・報告が分かりやすく整理し、発
期 介護計画発表 介護計画立案までの過程等を分かりや 【知】 表することができる。【知】
３ すくまとめ、発表することができる。

実施と評価 介護過程における実施、評価につい ２ ● レポート【態】 ・実施と評価の意義・目的・内容
準備と留意点 てその内容を理解できる。 の実践等が理解できている。
ケアマネジメントの全体像 ● ワークシート 【態】

【思】 ・ケアマネジメントの全体像と多
職種連携についてが理解できて
いる。【思】

学年末考査 １
合 計 ７０

◇「介護過程」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０％

◇「介護過程」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ３０％程度 ② レポート・ノート ２０％程度
③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 授業態度 ２０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 介護総合演習 位 １ 単 位 ２ 導 新田 剛司 原 佐緒理

科 目 数 年 者
教 準教科書 副
科 介護福祉士養成講座 10 介護総合演習・介護実習（中央法規） 教
書 材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、地域福祉の推進と持続可能な福祉社会の創造と発展に必要な資質・能力を育成す

ることを目指す。
１社会福祉や介護について、実際の現場で専門的な知識と技術の深化、総合化を図るため、事前準備を通し体系的・系統的に理解させる。【知】
２介護現場における実習前・中・後の学習を通し職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思】
３演習や実習後のまとめ、事例研究を通し、専門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、課題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を養う【態】

目標達成に向けて (1)介護者の安全や倫理について介護実習の取り組みと関連づけて体験的に理解できるようにする。
の取り組み (2)生徒の興味・関心・進路・地域の実態に応じた演習テーマを主体的に考えることができるように配慮する。

(3)介護実習を通じて、生徒が自己の課題を考え、介護従事者としての意識を持てるようにする。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 高齢者や障害者に対しての介護に関する基礎的・基本的 介護に関する諸問題の解決を目指して思考を深め、介護活動の 介護に関する諸問題について関心を持ち、よりよい介
の な知識を身に付け、介護の意義や役割を理解している。 現状について適切に判断し、創意工夫する能力を身に付けている。護を目指して、意欲的に取り組むとともに創造的・実
観点 また、高齢者や障害者に対する基礎的・基本的な介護技 践的な態度を身に付けている。
及び 術を身に付け、介護活動を計画し、適切に処理するとと
趣旨 もに、その成果を的確に表現する。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

１ ４ 介護実習とは ○介護実習の意義と目的 ・介護実習の事前指導などを通して、 ３ ● ﾜｰｸｼｰﾄ【知】 ・介護実習の目的と内容が説明で
・介護実習（基礎実習Ⅱ）の内容 総合的な学習を行うことで介護実習 きる。【知】

５ ・介護実習の達成課題と達成目標 を円滑に進めるとともに、介護実習 ● レポート【思】 ・実習の準備学習として、各自の
学 ○実習事前準備 の課題や成果を明確にさせる。 実習施設の概要や施設利用者の

・実習における健康管理・実習前健康診断・実習 心身の状態を理解している。
生プロフィール作成 ● 実習生ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ、 【思】

期 ○実習施設・利用者の概要 授業観察【態】 ・介護実習の意義を理解し、主体
的に学ぼうとしている。【態】

中間考査 １ 考査
６ ○実習記録 ・実習施設の概要や主な業務内容、危 ３ ● 実習記録【知】 ・基礎実習Ⅱの記録の基本的記入

・実習記録を書く際の留意点 機管理や個人情報保護等、実習にお 方法を習得できている。【知】
ける心得や実習評価について理解さ ● 評価票【思】 ・主体的に目標を設定できてい
せる。 る。

【思】

７ 事前指導 ○実習施設オリエンテーション ・介護実習内容の確認を行い、サービ ４ ● 事前実習打ち合 ・実習記録を適切に書くことがで
・各種書類作成とその意義 ス利用者にとって安全・安楽な介護 わせ記録・実習 き、カンファレンスの意義や進
・施設事前打ち合わせ を工夫するとともに、自立生活支援 記録【知】 め方を理解している。
・通学方法確認 に向けた介護技術の提供や課題解決 ● 実習記録（態度）・基本的介護技術の習得、利用者

○カンファレンスについて に向けた介護過程の展開についても 授業観察 や職員とコミュニケーションが
○実習生としての基本事項の確認 理解させる。 図ろうとしている。

期末考査 １ 考査

基礎実習Ⅱ ７月９日～７月２４日(１０日間)



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

８ 夏季休業 ○実習中の健康管理 ・適切な記録方法を習得させる。 ４ ● 実習記録【知】 ・実習の記録方法と健康管理や感
２ ○後半実習に向けて ・アセスメントの技術確認とレクリエ 染対策について理解している。

ーションプログラムの準備 【知】
● ｱｾｽﾒﾝﾄ用紙・ﾚｸ ・アセスメント技術の確認と、レ

学 計画【思】 クリエーションプログラムの準
備ができている。【思】

９ 基礎実習Ⅱ ９月３日～９月２５日(１３日間)
期 ○介護実践の科学的探究 ・各自の実習の課題を明確にさせ，実 ３ ● 実習評価票【態】・個別の利用者を理解するため、

○実習中の健康管理 習に活かす。 主体的に利用者のｱｾｽﾒﾝﾄを行お
うとしている。【態】

10 中間考査 １
事後学習・確認 ○実習の振り返り ・介護実習のまとめなどを通して、各 ９ ● 自己評価【知】 ・自己評価ができている。【知】

・実習記録からの振り返り 自の実習の成果や課題を明確にさせ、
11 ・実習のお礼 実習における介護技術やコミュニケ ● 発表材料（ｽﾗｲﾄﾞ、・実習先で体験したことを振り返

・実習後感想文 ーションなどについて評価させるこ 冊子）【思】 り、整理し、実習後の報告を班
○目標の達成状況と次への課題 とで、知識と技術を統合させる。 ● 相互評価票・授 員と協力して行うことが出来

12 ・実習レポートからの振り返り 業観察【態】 る。【思】【態】
・実習報告会

○在宅系ｻｰﾋﾞｽの種類と体系・訪問介護・訪問介護
・通所介護 ● ﾜｰｸｼｰﾄ 【知】・訪問介護、介護サービスの概要
○地域包括支援センター や地域包括支援センター等の関

連機関の概要を体験を踏まえて
理解しようとしている。【知】

期末考査 １ 考査
３ １ 応用実習事前 ○訪問介護員の倫理 ・実習を通して学んだことをもとに更 ４ ● レポート【思】 ・応用実習がイメージできる。

指導 ○応用実習に向けた自己覚知と達成課題 なる学習の深化に努め、情報の共有 【思】
学 ２ ・介護過程 化を図るとともに、職業倫理につい ● 実習記録・ﾜｰｸｼｰ ・介護過程を踏まえた記録やｱｾｽﾒ

ても考えさせ、介護従事者としての ﾄ【知】 ﾝﾄについて理解できる。【知】
期 ３ 意識を高めさせる。

学年末考査 １ 考査
合 計 ３５

◇「介護総合演習」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ３０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ４０％

◇「介護総合演習」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ５０ ％程度 ② レポート・ノート ２０ ％程度 ③ 実技・技術 ２０ ％程度 ④ 授業態度 １０ ％程度



教 科 単 学 指 新田剛司 原 佐緒理 亀島木綿子 岸本 仁美
福 祉 介 護 実 習 位 ５ 単 位 ２年 導 杣友愛梨 佐々由美子

科 目 数 年 者
教科 準教科書 副
書 最新 介護福祉士養成講座 10 介護総合演習・介護実習（中央法規） 教 新・介護福祉士養成課程（中央法規）各巻

材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、多様な介護の現場で実習を行い、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、地域福祉の推進と持続可能な福祉社会の創造と発

展に必要な資質・能力を育成することを目指す
１社会福祉や介護について、専門的な知識と技術を実際の現場において体系的・系統的に理解させる。【知】
２実際の介護現場での学びを通し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて創造的に解決する力を養う。【思】
３多様な介護の場で実習を行うことを通し、健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、自発的、創造的な実習態度を養う【態】。

目標達成に向けての ・介護実習がサービス利用者の生活空間で行われるため、実習指導者と実習の目標を共有するなど連携を図りながら、各段階に応じた目標を明確にして、意欲的
取り組み に実習に取り組むことができるように配慮する。

・多様な介護の場においてサービス利用者一人一人の生活や個性を尊重して実習できるよう、実習生としての意欲、礼儀、態度等を指導する。
・福祉に関する他の専門科目で学習した知識や技術を統合しながら介護を行うとともに、多職種協働における介護従事者の役割や職業倫理について理解させる。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 福祉施設における高齢者や障害者の介護や福祉制度のあ 社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を高齢者や障害者の 社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を、高齢者
観点 り方について科学的に理解する。また、社会福祉や介護 総合的介護における対人援助場面において、統合的に思考し判断 や障害者の総合的介護における対人援助場面において、
及び に関して学んだ基本的知識や技術を活用して、高齢者や し表現できる。 実践して主体的に学ぼうとする。また介護実習を通じ
趣旨 障害者の総合的介護において、総合的に援助の技術を用 て介護専門職の職業観、勤労観を身に付ける。

いることができる。
※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。
学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
１ ４
学 ５ 事前健康診断 （胸部撮影） ・介護現場における感染症の実態を取
期 ６ 事前健康診断 （検便 細菌検査） り上げ、感染予防の意義と必要性に ● 実習前の検査や検 ・所定の検診や検査を受診でき

○実習施設事前打ち合わせ（実習オリエンテーション） ついて理解させ、自身の健康管理を 診【態】 る。【態】
意識させる。

７ 介護実習 ○実習施設における介護技術の実践、コミュニケー ・特別養護老人ホーム、介護老人保健 112 ● 実習態度・介護技 ・実習への心構えや事前準備が
（基礎実習Ⅱ） ションの実践、地域における生活支援の実践、多職 施設、グループホーム、障害者支援 術・実習記録・実 できている。【態】

種協働の実践 施設、医療型障害児入所施設におい ● 習評価表 ・実習目標を理解し、記録の基
（７月９日～７月２４日） て基本的な介護技術を実践するとと 本的記入方法を習得してい

もに、自立生活支援のために多職種 る。【知】
連携の実践をしながら介護が提供さ ● ● 巡回指導 ・利用者や職員とコミュニケー
れていることについて理解させる。 ションが図られている。

・レクリエーションの実施に向けて、 【思】【態】
利用者の特性をアセスメントし、計
画を立てる。

２ ８ 夏季休業
学 ９ 介護実習 ○実習施設における介護技術の実践、コミュニケー ・介護技術の実践を行うとともに、 80 ● ● ● ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ計画・ア ・担当利用者のアセスメントを
期 （基礎実習Ⅱ） ションの実践、レクリエーション援助活動の実践、 レクリエーションを実施する。また、 セスメント表・自 行い、課題の抽出ができる。

アセスメントと課題抽出の実践 一定期間担当した利用者について生 己評価・実習レポ 【知】【思】【態】
(９月３日～９月２５日） 活課題や介護目標について考え、支 ート ・レクリエーションを計画し、

援する。（アセスメントの実践） 【知】【思】【態】 適切に実施できる。【思】【態】
10～ 11
12 冬季休業

３ １
学 ２
期 ３

合 計 192
◇「介護実習」の総合評価における各観点の割合

知識・技術 ３０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ４０％
◇「介護実習」の総合評価における各評価方法・項目の割合

① 定期考査 ０ ％程度 ②レポート・ノート ３０％程度 ③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 授業態度 ４０％程度



教 科 単 指
福祉 こころとからだの理解 位 １ 単 位 学年 ２ 導 原 佐緒理

科 目 数 者
教科 副教
書 こころとからだの理解（実教出版） 材 最新介護福祉士養成講座１２ 発達と老化の理解（中央法規出版）
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、介護を実践するための人間の理解に必要な資質・能力を育成することを目指す。

（１）サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行ううえで必要なこころとからだの基本的なしくみを習得させる。【知】
（２）発達課題や高齢者の健康について考えさせ、加齢に伴う心身の機能低下や障害が生活に及ぼす影響について理解させる。【思】
（３）保健・医療職など多職種と連携しながら、サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。【態】

目標達成に向けての取 ・「介護のため」という視点のもと理論と実践の融合を目指す。
り組み ・人間の成長と発達の過程における身体的・心理的・社会的変化及び老化が生活に及ぼす影響を理解させる。

・ライフサイクルの特徴に応じた生活を支援するために必要な健康や障害についての基礎的な知識を習得させる。

評価の 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
観点 自立生活の支援に必要な人間の成長と発達について体 自立生活の支援に必要な人間の成長と発達に関する課題を発 健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、人
及び 系的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に 見し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づ 間の成長と発達に基づいた自立生活の支援に主体的か
趣旨 付ける。 いて創造的に解決する力を養う。 つ協働的に取り組む態度を養う。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ オリエンテーション こころとからだの理解で学ぶ事柄 人間の成長と発達の定義について理解 ２ ● 学習プリント ・発達について理解し、発達の順

１ 授業の進め方 させる。 【知】 序性について等の正しい知識を
第１章 発達は環境との相互作用によって変化 身につけている。【知】
人間の成長と発 Ⅰ人間の成長と発達の基礎的知識 していくことを理解させる。 ● 授業観察【態】 ・発達について主体的に考察して

学 ５ 達の基礎的理解 ・成長と発達の考え方 いる。【態】
・成長・発達の原則・法則 ● 確認テスト・ﾌﾟ ・自分の成長と発達と関連させ、
・成長・発達に影響する要因 ３ ﾘﾝﾄ【思】 発達に影響を与える要因につい

期 て社会の諸問題と関連させ創造
的に解決しようとしている。【思】

中間考査 １
６ 第２章 Ⅰ発達理論 ライフサイクルの各期における、発達 ４ ● 学習プリント ・主な心理学者の発達段階の特徴
人間の発達段階 １子どもの発見 段階について、発達段階を唱えた心理 【知】 についてそれぞれ答えることが
と発達課題 ２さまざまな発達理論 学者の理論について基礎的な内容を理 できる。【知】

解させる。 ● 授業観察・ﾌﾟﾘﾝ ・発達段階におけるさまざまな機
Ⅱ発達段階と発達課題 ﾄ確認【態】 能の変化について理解し、自立

発達段階における、身体的・心理的・ 生活の支援に主体的に取り組も
社会的特徴と発達課題について理解さ うとしている。【態】
せる。

期末考査 １

夏期休業
２ ９ 第２章 Ⅲ身体的機能の成長と発達 発達段階における身体的・心理的機能 １ ● 確認ﾃｽﾄ【知】 ・発達段階におけるさまざまな機

人間の発達段階 の変化を理解させる。 能の変化について理解している。
学 10 と発達課題 Ⅳ心理的機能の発達 ２ 【知】

期

中間考査 １



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観 評価方法
評価の規準等期 時間 点 ･項目等

知 思 態
２ 11 Ⅴ社会的機能の発達 発達段階における社会的機能の変化を ４ ● 授業観察・プリ ・発達段階におけるさまざまな機

社会性の発達・愛着・道徳・向社会的行動 理解させ、愛着行動や道徳・向社会的 ント【態】 能の変化について理解し、行動
学 12 行動などについて考察させる。 ３ について主体的に考察している。

【態】
期

期末考査 １
１ 第３章 Ⅰ老年期の定義 老年期の定義を理解させ、我が国の社 ４ ● プリント確認 ・老年期の定義について理解して
老年期の特徴と Ⅱ老化とは 会が老年期をどのようにとらえてきた 【知】 いる。【知】

３ 発達課題 Ⅲ老年期の発達課題 か理解させる。 ● 授業観察【態】 ・社会における老年期のとらえ方
２ Ⅳ老年期を巡る今日的課題 高齢者の医療・福祉にかかわる法律や について理解し、そのとらえ方

制度を知り、今日の高齢者をめぐる問 ４ が社会に与える影響を考察し自
学 ３ 題を理解し、どのように解決すべきか、 分の言葉で表現している。【態】

これからの老年期はどうあるべきかを ３ ● プリント・確認 ・高齢者施策の推移についてまと
考える。 テスト【思】 めることで、諸課題を発見し、

期 解決しようとしている。【思】

学年末考査 １
合 計 ３５

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ３０ ％程度 ② レポート・ノート ３０ ％程度 ③ 実技・技術 ２０ ％程度 ④ 授業態度 ２０ ％程度



教 科 単 学 指
福 祉 こころとからだの理解 位 １ ２ 導 岸本 仁美

科 目 数 年 者
教科書 こころとからだの理解（実教出版） 副教材 最新介護福祉士養成講座１３認知症の理解（中央法規出版）

認知症の事典（成美堂出版）
科目の目標 （１）サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行ううえで必要なこころとからだの基本的なしくみを習得させる。【知】

（２）認知症課題や高齢者の健康について考えさせ、加齢に伴う心身の機能低下や認知症が生活に及ぼす影響について理解させる。【思】
（３）保健・医療職など多職種と連携しながら、サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。【態】

目標達成に向けての （１）認知症の人の心理や身体機能、社会的側面に関する基礎的な知識を習得する。
取り組み （２）認知症の人を中心に据え、本人や家族、地域の認知症ケアの課題解決能力を育成する。

（３）地域の中で中心となって認知症の人々を支える能力と意識・態度を身に付けている。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 体的に学習に取り組む態度
の 認知症に関する基礎的・基本的認知症な知識を身につ 認知症介護における基礎的・基本的な知識・科学的根拠をもと 加齢により発症することの多い認知症ケアに対して介護活動
観点 け、介護における認知症の理解の学習の目的や役割を に利用者に必要とされる介護内容を考え、課題を把握し明確に を行う上で積極的に理解しよう関わろうとする態度を身に付
及び 理解している。介護実習において認知症の利用者への 表現する能力を身に付けている。 けている。
趣旨 対応するための技能が身についている。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 介護を必要とす ○認知症を取り巻く状況 ・認知症高齢者の現状と介護専門職に求め ４ 授業観察【態】 ・介護福祉士法における心身の状態に
る人の理解と介 ・認知症ケアの歴史・現状と今後 られる課題を理解させる。 ● 応じた介護であることを理解する。

１ 護(1) ・認知症ケアの歴史や理念、認知症の罹 ● 確認テスト【知】 【態】
患者数の推移と認知症高齢者の現状な ・認知症の現状について理解する。
どを具体的に取り上げ、認知症を取り ● ワークシート 【知】

学 巻く状況について理解させる。 【思】・認知症の利用者のチームケアの中で
の介護職員としての役割を理解す
る。【思】

期
中間考査 （内容把握） １ 考査
介護を必要とす ・認知症ケアの理念 ・認知症高齢者の生活困難に対応する介護 ４ ● 授業観察【態】 ・認知症高齢者の症状の特徴とその生
る人の理解と介 ・認知症に関する行政の方針と施策 や生活支援の方法を考えさせる。 ● ワークシート 活困難を理解している。【態】
護(2) 【思】・認知症の利用者とその家族への介
認知症の理解 護、生活支援の方法を理解している。

【思】

６ ○医学的側面から見た認知症の基礎 ・認知症の定義を理解させる。 ４ ● ワークシート ・コミュニケーション上の特徴を理解
・認知症とは ・中核症状と行動心理症状の症状や生活支 【思】 している。【思】
・認知症に見られる特徴的な症状 援の重要性に気づかせる。
原因疾患 ● 授業観察【態】 ・それぞれの症状についての適切な対
アルツハイマー型認知症、脳血管性 ・原因疾患と症状を具体的に理解させる。 応を考えることができる。
認知症、レビ－小体型認知症、クロ ・症状に応じたコミュニケーションの留意
イツフェルトヤコブ病、慢性硬膜下 点を具体的に理解させる。 ● 確認テスト【知】・原因疾患と具体的な症状について理
血腫、正常圧水頭症、アルコール性 解している。【知】
認知症症状
中核症状
心理行動症状（ＢＰＳＤ）

７ 期末考査 （内容把握） １ 考査



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配 当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時 間 知 思 態 ･項目等

１ ７ 基礎実習Ⅱ（前期７月９日～７月２４日）
学 ・認知症高齢者を支える介護のあり方 ・校内で学習した知識と実際の介護現場におけ １ ● 介護実習記録 ・毎日の介護実習記録やアセス
期 （在宅/施設 介護福祉サービス） る認知症高齢者の生活とを結びつけさせる。 【思】 メント表にその事実を記録す

ることができる。【思】
８ 夏季休業
９ 基礎実習Ⅱ（後期９月３日～ 9月２５日） ・校内で学習した知識と実際の介護現場におけ ４ ● 介護実習記録 ・実際の利用者の状態を観察で

る認知症高齢者の生活とを結びつけさせる。 【思】 きる。【思】
２ 認知症の人の生 ○認知症の人の暮らしの支え ・人間関係や居住環境などの環境変化が与える ● 授業観察【知】 ・ﾘﾛｹｰｼｮﾝﾀﾞﾒｰｼﾞとその対応に

活の場と介護 ・施設の種類の応じた介護 影響について理解させる。 ついて理解できている。【知】
介護老人福祉施設 ・認知症の利用者について適切なアセスメント ● ワークシート ・認知症の人の生活の状態と原

学 グループホーム 等 を行い、周辺症状や生活障害を緩和していく 【態】 因疾患を関連づけて理解でき
10 ・在宅での介護 支援が必要であることについて理解させる。 る。 【態】

家族への支援
期 中間考査（介護実習でのアセスメントをふまえた理解） １ 考査

11 認知症の診断と ・診断の過程 ・認知症の検査（長谷川式認知症スケール、ミ ４ ● 授業観察【知】 ・質問式、行動観察式等の各種
治療 ・危険因子 ニメンタルステイト検査等）について理解さ 検査について理解している。

・認知症予防の対策 せる。 ● ● ワークシート 【知】
・一次予防、二次予防、三次予防の重要性や早 【思】【態】 ・認知症高齢者や家族の心理に
期発見、早期治療が有効であることを理解さ ついても考えている。【態】
せる。 ・生活習慣病と認知症について

新聞や文献から考えることが
できる。【思】

12 ・認知症の重症度評価 ・認知症と間違われやすい症状や若年性認知症 ４ ● 授業観察【知】 ・各種評価尺度を理解する。
・認知症の評定尺度 についても理解させる。 ● ワークシート 【知】

【思】 ・認知症の重症度と介護のあり
方を考えることができる。

【思】
期末考査（内容把握） １ 考査

１ 認知症の予防 ・現在の認知症対策 ・主な治療の実際及び危険因子や予防について 2 ● 授業観察【思】 ・治療薬、治療法と介護との関
３ ・認知症の治療方法 理解させる。 連を理解している。【思】

● ワークシート ・認知症サポーター養成事業に
【態】 ついて主体的に理解してい

学 る。【態】
認知症ケアの実 ・パーソン・センタード・ケア ・パーソン・センタード・ケアの理念を理解 ３ ● 授業観察 ・認知機能障害による生活の影
際 ・認知症の人への様々なアプローチ させる。 【知】【態】 響を理解している。

期 ・実際的なアプローチとしてユマニチュード、 【知】
２ バリデーション、DCM 等の方法について具

体的に学習する。 ● ワークシート ・認知症の人の生活障害へのケ
３ 【思】 アを理解している。【態】

● ・認知症の人の人間関係作りの
アプローチを実践できる。

【思】

学年末考査（内容把握、介護実習での体験整理） １ 考査
合 計 ３５

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ７０％程度度 ② 授業への取組態 １０％程度 ③ 提出物 １０％程度 ④ 小テスト・課題 １０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 こころとからだの理解 位 １ ２ 導 佐々 由美子

科 目 数 年 者
教科 こころとからだの理解（実教出版） 副 最新介護福祉士養成講座 １４ 障害の理解（中央法規）
書 教

材
科目の目標 （１）サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行ううえで必要なこころとからだの基本的なしくみを習得させる。（知識・理解）

（２）発達課題や高齢者の健康について考えさせ，加齢に伴う心身の機能低下や障害が生活に及ぼす影響について理解させる。（思考・判断・表現）
（３）保健・医療職など多職種と連携しながら，サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を

育成する。 （態度）

目標達成に向けての （１）教科書での学習を基本として，「こころとからだの理解」の内容にもとづいた自立生活の支援に必要な，深い理解を伴った知識・技能を
取り組み 習得する。

（２）「考えてみよう」や編末問題の「まとめてみよう」などを実践する活動を通して主体的に判断し，よりよく問題を解決する。
（３）編末問題などで学習の理解到達度を確認し，ワークシートなどを活用しながら学習したことを自分の言葉で表現する。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 自立生活の支援に必要なこころとからだについて体系 自立生活の支援に必要なこころとからだに関する課題を発 科学的根拠にもとづいた生活支援の実践をめざして自ら学
観 点 的・系統的に理解すると共に，関連する技術を身につけ 見し，介護従事者としての倫理観を踏まえて，科学的な根 び，こころとからだにもとづいた自立生活の支援に主体的か
及 び ている。 拠にもとづいて創造的に解決する力を身につけている。 つ協働的に取り組む態度を身につけている。
趣旨

※上記「評価の観点」については，次の表においては知識・技能は「知」，思考・判断・表現は「思」，主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
1 ４ 障害の概念と障 Ⅰ障害の概念 障害のある人の生活を支援する観点か ３ ● 授業観察（態度）・意欲的に学習に臨むことがで

害者福祉の基本 ら，障害の概念や，障害者福祉の基本 きている。（態度）
理念 Ⅱ障害者福祉の基本理念 理念を理解する。 ・障害の概念や障害者福祉の基

学 ● プリント確認 本理念について体系的・系統
（知識） 的理解ができている。（知識）

期 ５ Ⅲ障害者福祉に関連する制度 障害者福祉の歴史的経緯や関連法規な ４ ● 授業観察 ・障害の特性に応じた制度の基
ど障害者福祉を取り巻く社会的状況の プリント確認 礎的な知識を体系的・系統的
変化について理解する。障害者総合支 （態度） に理解することができてい
援法にもとづくサービスを学ぶ。障害 る。 （態度）
者にかかる法律の概要について学ぶ。

中間考査 １
６ 障害の概念と障 Ⅳ障害者福祉制度と介護保険制度 障害者福祉制度と介護保険制度の違い ● 授業観察 ・障害者福祉制度と介護保険制
害者福祉の基本 を学び、併用のしくみについて理解し ファイル確認 度の違いや併用のしくみにつ
理念 障害のある人の課題を考慮した支援を （態度） いて理解し、障害のある人の

表現する。 課題を考慮した支援を表現し
ようとしている。 （態度）

７ 介護実習 基礎実習前半（７月 9日～ 7月 24日） 実習で出会った利用者に対して専門的 ４ 介護実習状況と ・専門的な視点で既習事項を統
な視点でアセスメントできるよう既習 ● アセスメントシ 合させてアセスメントできて
事項を統合させる。 ート いる。

期末考査 内容理解 1
８ 夏季休業課題 人体の構造と機能，系統別疾患等の既習知識に関す 国家試験問題 ・２学期の課題テストによって

るまとめと問題 ● （過去問） 確認する。 （知識）



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等> >

２ ９ 基礎実習後半（9月 3日～ 9月 23日） 医学的・心理的側面から，障害による 7 授業観察 ・医学的・心理的側面から，障
心身への影響や心理的な変化を理解す ● ワークシート 害による心身への影響や心理

障害別の基礎的 Ⅰ障害のある人の心理 る。障害のある人の生活と障害の特性 （知識） 的な変化を理解することがで
学 理解と特性に応 に応じた支援について考える。 きている。 （知識）

じた支援 人間の欲求や適応規制について知り、 ● ワークシート ・障害のある人の生活と障害の
Ⅱ肢体不自由 障害受容に影響を与える要因を理解し 特性に応じた支援について考

期 障害受容に応じた支援のポイントを理 えようとしている。
解する。肢体不自由と視覚障害の支援

10 Ⅲ視覚障害 のポイントを理解する。

中間考査 1
障害別の基礎的 医学的・心理的側面から，障害による ６ ● プリント確認 ・障害のある人のライフステー
理解と特性に応 Ⅳ聴覚・言語障害 心身への影響や心理的な変化を理解す （知識） ジや障害の特性を踏まえ，機
じた支援 る。障害のある人の生活と障害の特性 能の変化が生活に及ぼす影響

に応じた支援について考える。 を理解することができてい
11 聴覚・言語障害の種類、原因を理解す る。 （知識）

る。 ● ファイル確認 ・QOL を高める支援につなが
行動観察（態度） る支援を考えようとしてい

る。 （態度）

12 Ⅴ重複障害 障害のある人の生活を地域で支えるた ３ ● 確認テスト ・障害のある人の生活を地域で
めのサポート体制や，多職種連携・協 支えるためのサポート体制
働による支援の基礎的な知識を理解す （知識） や，多職種連携・協働による
る内容とする。 支援の基礎的な知識を理解す
重複障害の種類、原因を理解する。 ることができている。（知識）

期末考査 （障害の理解 全般の知識確認） 1
３ １ 障害別の基礎的 障害のある人を支える家族の課題につ ３ ● 確認テスト ・障害のある人を支える家族の

理解と特性に応 Ⅵ内部障害 いて理解し，家族の受容段階や介護力 ファイル確認 課題について理解することが
学 じた支援 に応じた支援につながる内容とする。 （知識） できている。 （知識）

見えない障害である内部障害の種類や ● ワークシート ・家族の受容段階や介護力に応
期 原因を学ぶ。 じた支援につなげようとして

障害のある人のライフステージや障害 （思考） いる。 （思考）
２ Ⅶ重症心身障害 の特性を踏まえ，機能の変化が生活に

及ぼす影響を理解し，QOLを高める支
援につながる内容とする。重症心身障
害の定義を理解し、障害の特性と生活

３ について理解する。
学年末考査 （障害の理解 全般の知識確認） １ ● ・問題の 70 ％を理解できてい

る。
合 計 ３５

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各評価方法･項目の割合
①定期考査 ５０％程度 ②レポート・ノート ２５％程度 ③実技・技術 １０％程度 ④授業態度 １５％程度



教 科 単 学 指
家庭 家庭総合 位 ２ 単 位 ２ 導 佐々 由美子 岸本 仁美

科 目 数 年 者
教 副 家庭総合学習ノート
科 家庭総合 自立・共生・創造 （東京書籍） 教 Ｓｕｐｅｒ Ｌｉｖｅ Ｖｉｅｗ（東京書籍）
書 材
科目の目標 (1)生活の営みに係る見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を通して、家庭生活に関する知識・技術を身につける。（知）

(2)様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け男女が協力して主体的に家庭や地域の生活を創造する資質・能力を育成する。（思）
(3)よりよい社会の構築に向け、地域社会に参画するとともに、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする実践的な態度を養う。（態）

目標達成に向けての （1）人の一生と家族・家庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などについて、生活を主体的に営むために必要な行為の科学的根拠を理解し、それらに係る技
取り組み 能を体験的・総合的に身に付けるようにする。

（2）家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想、実践した上で評価・改善し、考察したことを科学的根拠に基づ
き論理的に表現するなど、生涯を見通して課題を解決する力を養う。
（3）様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け、地域社会に参画するとともに、生活文化を継承し、自分や家庭、地域の生活の充実向上を図ろうとする
実践的な態度を養う。人の一生と家族、子どもの発達と保育、高齢者の生活と福祉、衣食住、消費生活などに関する知識と技術を総合的に習得させ、生活課
題を主体的に解決するとともに、家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てる。

評価 知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 生活を主体的に営むために必要な人の一生と家族・家 生涯を見通して家庭や地域及び社会における生活の 様々な人々と協働し、よりよい社会の構築に向け、課題の解決に
観点 庭及び福祉、衣食住、消費生活・環境などの基礎的なこ 中から問題を見いだして課題を設定し、解決策を構想 主体的に取り組み、振り返って改善するなど地域社会に参画する態
及び とについて理解しているとともに、それらに係る技能を した上で実践を評価・改善し、考察したことを根拠に 度を身につけ、自分や家庭、地域の生活を創造し、実践しようとし
趣旨 身に付けている。 基づいて論理的に表現するなどして課題を解決する力 ている。

を身に付けている。
※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技能は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。
学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 食生活をつくる １ 食生活について考える ・よりよい食習慣を身につけ、生涯を ● 授業観察（思） ・食生活の課題が挙げられる。 （知）

・食生活の課題 健康に過ごすために、食生活の課題 ・食事の意義、食生活を取り巻く環境
１ や食事の意義、食生活を取り巻く環 8 ● 確認テスト（知） の変化などを理解する。（思）

境の変化などを理解する。
５ ２ 食事と栄養・食品 ・自分や家族が健康に過ごす食生活に 8 ● ﾜｰｸｼｰﾄ ・栄養素の種類と機能や食品の栄養的

学 ・栄養と栄養素 役立てるため、栄養素の種類と機能 確認テスト（知） 特質や調理性について、科学的な理
や食品の栄養的特質や調理性につい 解を深め、それらに係る技能を身に
て科学的に理解を深める。 つけている。 （知）

期 中間考査（食生活） 1 考査
６ ３ 調理の基礎 ・食生活の自立に必要な調理の知識と ● 実習観察（態） ・食生活の自立に必要な調理の知識と

・食物調理技術検定（４級） 技術を身につけるために、調理や加 技術を身につけるために、調理や加
・調理実習① 工によりおいしさが変化することを 工によりおいしさが変化することを
・調理実習② 科学的に捉える。 科学的に捉え実践しようとしてい

・安全で衛生的な食生活を営むために 9 る。（態）
７ ４ 食品の選択と安全 食品の選び方、保存や加工の方法、 ● 実技テスト（技） ・食品の選び方、保存や加工の方法、

・食品の選択と保存と加工 食中毒や食物アレルギー、安全を確 食中毒や食物アレルギー、安全を確
・食生活の衛生と安全 保するための仕組みに関する知識を 保するための仕組みに関する知識や

身につける。 技能を身につけている。（技）
期末考査（食生活） １ 考査

８ 夏季休業 ・ホームプロジェクト
２ ９ 食生活をつくる ５ 生涯の健康を見通した食事計画 ・自分と家族の食生活を計画・管理で ・各ライフステージの食生活の特徴や

・栄養バランスのよい食事 きるようになるために、ライフステ ７ ● ﾜｰｸｼｰﾄ（思） 課題を理解し、「健康によい栄養バ
・食事計画 ージごとの食生活の特徴や課題を理 ランスのとれた食事」とう課題を解

学 解し「健康によい栄養バランスのよ 決する力を身につけている。
い食事」を作る。

ホームプロジェ ・課題抽出・情報収集・目標設定・計画立案 ・実践課題を発表することを通して実 ● ﾊﾟﾜｰﾎﾟｲﾝﾄを使っ ・家庭、地域の生活の充実向上を図ろ
期 クト発表 ・実践 践の成果や課題を共有する。 3 て各自の成果を発 うと主体的かつ協働的に課題を解決

・評価 表 （表） する力を身につけている。 （思）
実践内容について発表



10 中間考査（食生活） １ 考査（知）
２ 食生活をつくる ６ 食生活の文化と知恵 ・郷土食や行事食などのよいところを ﾜｰｸｼｰﾄ（知） ・日本の食文化の特徴を理解してい

７ これからの食生活 継承・創造するために、日本の食文 ● る。（知）
10 化の特徴を確認する。 ● 確認テスト（態） ・世界の食文化に関心を持ち、私たち

学 ・世界の食文化に関心を持ち、私たち 10 の食生活への影響について理解しよ
の食生活への影響について理解する。 うとしている。（態）

１ 住生活の変遷と住居の機能 ・生涯を見通した住生活について考え、 ・私たちの毎日の生活を支え生活拠点
期 住生活を作る 将来に向けて自立するために、私た ● ﾜｰｸｼｰﾄ（思） ともなる住居の機能やライフステー

11 ちの毎日の生活を支え生活拠点とも ジごとの住要求を考察することがで
なる住居の機能やライフステージご きる。（思）
との住要求を理解する。 10

２ 安全で快適な住生活の計画 ・自らの住生活に生かすことができる ● ﾜｰｸｼｰﾄ（知） ・住生活の環境性能について理解を深
・平面図を理解する よう、防災・日照・換気などに関す め、快適かつ健康、安全な生活を行
・住居の計画 る環境性能について理解を深め、快 う場となる住居の条件を理解してい

12 ・誰もが住みやすい住環境 適かつ健康で安全な生活を行う場と る。 （知）
３ 住生活の文化と知恵 なる住居の条件を理解する。

・日本の住文化の継承・創造に寄与す ● 確認テスト（知） ・世界や日本のさまざまな住文化につ
るために、気候や風土の違いや時代 いて理解しようとしている。（知）
の変化によって、大きく異なる世界
や日本のさまざまな住文化について

４ これからの住生活 理解する。
・環境に配慮した持続可能な住居 ・持続可能な住居や、自助・互助・共 ● 授業観察（態） ・持続可能な住居や、自助・互助・共

助・公助に基づく地域コミュニティ 助・公助に基づく地域コミュニティ
づくり、まちづくりの担い手になる づくり、まちづくりの担い手に参画
ために、環境に配慮した住生活につ しようとしている。（態）
いて理解する。

期末考査 （住生活） 1 考査
１ 子どもと共に育 １ 生命を育む ・命に対する責任や、社会の一員とし ・命に対する責任や、社会の一員とし

３ つ ・子どもの誕生 て次世代を育む責任を持つために、 ● ﾜｰｸｼｰﾄ（知） て次世代を育む責任を持つために、
性と生殖に関する健康について理解 性と生殖に関する健康について理解
する。 する。（知）

学 ２ 子どもの育つ力を知る ・子どもの発達に応じて適切に関われ 5 ● 確認テスト（知） ・子どもと適切に関われるように、子
・子どもの心身の発達 るようになるために、子どもが生ま どもが持っている能力や心身の発達
・子どもの発達と保育 れつき持っている能力や心身の発達 段階やその課題に関する知識を身に

期 について理解する。 つけている。（知）
３ 子どもと関わる ・子どもが健康・快適・安全に育つ環 ・子どもが健康・快適・安全に育つ環

・保育実習 境を整えられるようになるために、 ● ワークシート（思） 境を整えられるようになるために、
子どもの生活習慣や衣食住について 子どもの生活習慣や衣食住について
理解する。 考察する。

・子どもや子育てに対する理解を深め （思）
るため、子どもとの触れ合いや、親 ● 保育実習観察（態）・子どもや子育てに対する理解を深め
や保育者と子どもの関わり方の観察 るために、子どもとの触れ合いや、
など、さまざまな体験をする。 親や保育者と子どもの関わり方の観
（保育実習実施・レク用品作成） 察など、さまざまな体験をする。

（態）
２ ４ これからの保育環境 ・社会全体での子育て支援のために、 ● ワークシート（知）・社会全体で子育てを支援していくた

・子どもの権利と福祉 現代の子育て環境の変化や課題につ めに、現代の子育て環境の変化や課
いて理解する。 題について理解している。（知）

３ ・子どもが健やかに育つ社会をどのよ 5 ・子どもが健やかに育つ社会をどのよ
うに実現すればよいか考えて実践し うに実現すればよいか、考えて実践
ようとする。 ● 確認テスト（態） しようとする。（態）

学年末考査 （保育） １ 考査
合 計 70

◇「 家庭総合」の総合評価における各観点の割合
知識・技能 ５０ ％ 思考・判断・表現 ３０ ％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「家庭総合 」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 4０ ％程度 ② レポート・ノート 1０ ％程度 ③ 実技・技術 4０ ％程度 ④ 授業態度 １０ ％程度



令和７年度 年間学習指導計画表【３年生】

教 科 単 学 指
福 祉 介護福祉基礎 位 １ 単 位 ３ 導 原 佐緒理

科 目 数 年 者
教 副 介護福祉士養成講座３介護の基本Ⅰ（中央法規出版)
科 介護福祉基礎（実教出版） 教 介護福祉士養成講座４介護の基本Ⅱ（中央法規出版）
書 材 介護福祉用語辞典
科目の目標 １ 介護を必要とする人の尊厳の保持や自立支援など介護を行う上での基本的な考え方を習得させる。【知】

２ 介護の現代的意義や役割について考えさせ、介護を取り巻く状況や介護福祉サービスの確立や様々な社会的対応について理解させる。【思】
３ 介護を必要とする人に対して自立支援の観点に基づき、自己実現が達成されるよう適切な介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。【態】

目標達成に向けての ・介護を取り巻く社会状況を理解させ、介護従事者として国民の求める介護従事者としてのの職業観を育成する。
取り組み ・サービス利用者のプライバシーや人権尊重の意義を人間としての尊厳の保持するための介護の必要性に関連づけて理解させる。

・高齢者だけでなく障害児・障害者について介護保険法や障害者総合支援法の内容について具体的に理解させる。
・介護者の安全や倫理について介護実習の取り組みと関連づけて体験的に学習させる。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的態度
の 介護に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、介護の 介護に関する諸問題の解決を目指して思考を深めたり、判断 介護に関する諸問題について関心をもち、より良い介護を目
観点 意義や役割を理解している。 高齢者や障害者に対する基 したり、表現したりしている。また、介護に関する諸問題を 指して自ら学び、福祉社会の創造と発展に主体的かつ協働的
及び 礎的・基本的な介護技術を身に付けている。 発見し、介護者としての倫理観を踏まえて、合理的かつ創造 に取り組む態度を身につけている。
趣旨 的に解決する力を身につけている。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 主 ･項目等
４ 介護を必要とす 高齢者・障害者の生活と支援 介護を必要とする人の生活の個別性に対 ２ ● 学習プリント・ ・日本の高齢社会について理解
る人の理解と支 介護福祉サービスの概要 応するために、生活の多様性や社会との関 確認テスト【知】 し、正しい知識を身に付けて

１ 援 障害福祉サービスの概要 わりを理解させるため、介護を必要とする いる。【知】
人の生活を支援するという観点から、介護 ● 授業観察・学習 ・介護保険制度についての目的
サービスや地域連携、フォーマル・インフ プリント【思】 と内容、サービス提供の実際

学 ォーマルな支援を理解させる。 を理解している。【思】
介護保険制度の目的と内容について理解 ● ・今後の課題について主体的に

５ した上で、法改正や制度の見直しとその背 授業観察・学習 考察しようとしている。【態】
期 景について理解させ、各サービスについて プリント【態】

具体的にその内容と提供の実際を理解させ ３
る。

中間考査（内容把握） １ 考査

６ 応用実習 ６月３日～７月８日

障害者総合支援法について、その変遷と ２ ● 学習プリント・ ・障害者福祉の理念と関連法を
７ 目的、内容、サービス提供の実際について 確認テスト【知】 理解する。【知】

理解させ、障害児(者)支援の目的と内容、 ● 授業観察・事例 ・障害者総合支援法についての
サービス提供の実際について理解させる。 研究資料【思】 目的と内容、サービス提供の
障害者福祉の変遷やその背景、諸外国の 実際が理解できている。【思】

状況も踏まえ、日本の障害者を取り巻く現 ● 事例研究【態】 ・障害者福祉の近年の動向や課
状や今後の課題と共生社会について理解さ 題、諸外国の現状、共生社会
せる。 のあり方を考察できる。【態】



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配 当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時 間 知 思 主 ･項目等

８ 夏季休業
９ 尊厳を支える介 介護福祉の基本となる理念と尊厳・基本的人権 社会保障制度（社会保険と社会扶助）に １０ ● 学習プリント・ ・社会保障の目的や意義、機能
護 について ついて、その概要と各制度の内容とそれぞ 確認テスト【知】 や範囲などの基本的な知識を

２ ・社会保障 れの制度との繋がりについて幅広い視点か 身に付け、各制度について
生活保護 ら考察し、介護福祉の基本となる理念を理 の目的や内容、サービス提供
医療保険制度 解し、介護福祉職としての関わりについて の実際について理解してい

学 年金制度 理解させる。 る。【知】
雇用保険 ● 授業観察【態】 ・社会保障の役割について主体
労働者災害補償保険 学習プリント・ 的に考察できる。【態】

期 10 ● 事例発表【思】 ・日本の社会保障制度に関する
する諸課題を発見し、解決し
ようとしている。【思】

中間考査（内容把握） 1 考査
介護福祉の担い 介護従事者を取り巻く状況 介護福祉士養成課程や、求められる介護 ５ ● 学習プリント・ ・求められる介護福祉士像、そ
手 ・介護福祉士の養成 福祉士像等、介護従事者に必要な倫理と態 確認テスト【知】 れにともなう倫理と態度につ

11 ・介護従事者のキャリアアップと社会的地位 度について理解させると共に、介護を取り いて理解している。【知】
向上 巻く状況について自ら学び、主体的かつ協 ・主体的かつ協働的に学ぶ姿勢

介護従事者の役割 働的に取り組むことにより、キャリアアッ ５ ● 授業観察【態】 を身に付け、キャリアアップ
・施設介護従事者の役割 プと社会的地位向上につながることを理解 や社会的地位向上を目指そう

12 ・在宅介護従事者の役割 させる。 としている。【態】
施設と在宅それぞれの場での介護従事者 ● 学習プリント・ ・施設や在宅等様々な場面での

としての役割と機能、さらに介護予防や終 授業発表【思】 介護従事者としての役割と機
末期(看取り)、災害時の各場面における支 能について理解し、介護実践
援について介護福祉士の役割と機能につい に必要な観察力や判断力、思
て理解させ、各領域で学んだ知識と技術を 考力を身につけようとしてい
統合し、介護実践に必要な観察力・判断力 る。【思】
及び思考力を養わせる。

期末考査 1 考査
１ 介護従事者の安 介護における安全確保と事故対策 介護におけるリスクマネジメントに関し ４ ● 確認テスト【知】・介護における安全確保と危機

３ 全 ・感染対策 て具体的な事例を取り上げ、対応の基本に 管理におけるリスクマネジメ
・介護従事者の健康管理 ついて考察させる。介護従事者における健 ントについて主体的に学ぶ姿

学 康管理の重要性について理解させるととも 勢を身に付けている。【知】
に、適切な福祉用具や介護ロボットの活用 ● 事例研究からの ・心身の健康管理が及ぼす影響

期 について自ら学び活用する力を養わせる。 考察【態】 について理解し、対策につい
て考察し、主体的に実践しよ
うとしている。【態】

● 実習体験の振り ・福祉用具や介護ロボットにつ
返り【思】 いてその知識と活用場面につ

いて合理的かつ創造的に解決
しようとしている。【思】

学年末考査（総合問題） １ 考査
合 計 ３５

◇「介護福祉基礎」の総合評価における各観点の割合
①知識・技術 ３０％ ②思考・判断・表現 ３０％ ③主体的態度 ４０％

◇「介護福祉基礎」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ５０％程度 ② 授業への取組態度 ２０％程度 ③ 提出物 ２０％程度 ④ 小テスト・課題 １０％程度



教科 科
単

学
指

福 祉
目

生活支援技術 位 ２ 単 位
年

３ 導 杣友愛梨 佐々由美子
数 者

教科 生活支援技術 （実教出版） 副 最新介護福祉士養成講座６ 生活支援技術Ⅰ （中央法規）
書 教 最新介護福祉士養成講座７ 生活支援技術Ⅱ （中央法規）

材 最新介護福祉士養成講座８ 生活支援技術Ⅲ （中央法規）

科目の目標 ・自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解させ、基礎的な介護の知識と技術を習得させる。【知】
・実際の支援内容を合理的に計画し、適切に実践するとともに、その成果を的確に表現する。【思】
・様々な介護場面において適切かつ安全に支援できる能力と態度を育てる。【態】

目標達成に向けての ・利用者の尊厳の保持や自立支援の考え方、他職種連携などの知識を活用できるようにし、介護観や倫理観を育成する。
取り組み ・「こころとからだのしくみ」の授業と関連付け、講義・演習・実習を一連の流れとして指導し、サービス利用者の理解を深めるとともに、介護実践の根拠となる

介護に必要な人体の構造や機能を理解させる。
・利用者の生活や個別性、尊厳を踏まえた生活の自立について理解し、それに必要な実際的な支援の方法が提供できるよう考える能力を養う。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 生活支援技術の意義や役割を理解すると共に、介護分 介護に関する諸問題の解決を目指して思考を深め、基礎的・基 生活支援における課題について関心を持ち、利用者の
観点 野における基礎的・基本的な技術を身につけている。ま 本的な知識と技術を活用し、適切に判断し創意工夫する能力を身 生活の自立を目指して主体的に学習に取り組むととも
及び た、実際の支援内容を合理的に計画し、適切に実践する につけている。 に、課題解決のための実践的な態度を身につけている。
趣旨 ことでその成果を的確に表現する。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
１ ４ 第２編 実習時の心構え、服装、準備、レポート作成 生活支援技術の授業について、知識 12 ● プリント確認 ・生活支援技術について３学年で学

自立に向けた生 自立に向けた居住環境整備 や技術の統合やエビデンスに基づいた 【思】 習すべき内容がイメージできてい
活支援 居住環境整備の基本理念 支援の実践ができる。 る。

学 快適な居住環境 住まいの多様性を理解するとともに、 ・求められる技術が理解できてい
高齢者および障がい者の住まい 生活の豊かさや自立支援のための居住 る。【思】

環境の整備について基礎的な知識を理 ● レポート確認 ・利用者の状況に応じた支援方法が
期 解させる。 【態】 選択できる。【態】

● 行動観察 ・必要な技術が身に付いている。
自己評価【知】 【知】

障害に応じた生 障害や疾患の理解 利用者の能力を活用・発揮し、自立 6 ● レポート確認 ・利用者に多く見られる障害や疾患
５ 活支援技術 利用者の状況に応じた支援 に向けた生活支援の基礎的な知識・技 プリント確認 に関心を持っている。

術を習得させる。また、実践の根拠に 【思】
ついて説明できる能力を身につけさせ ● 行動観察 ・障害や疾患の理解ができている。
る。 自己評価【知】・障害や疾患に応じた支援が理解で

きている。
・個々に応じた介護技術が習得でき
ている。 【知】

中間考査 1
自立に向けた生 自立支援に向けた介護技術の理解 生活支援技術で学んだ知識や技術を 7 ● レポート確認 ・実習施設の利用者に応じた生活支

６ 活支援技術 介護実習の中で生かし、また応用をす 自己評価【知】 援技術が展開できる。
ることができる。 ・実践した内容を考察し的確に記録
介護実習で実践した内容を記録にま できる。【知】

とめることができる。

応用実習（６月３日～７月８日 ２３日間）



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

８ 夏季休業
２ ９ 障害に応じた生 運動機能障害に応じた介護 運動機能障害に応じた介護について、 13 ● 行動観察【態】・環境整備から始め、実際の場面を

活支援技術 運動機能障害とＡＤＬ 知識や技術を理解すると共に、班別実 想定して実習に取り組める。【態】
生活場面と支援のポイント 習により、事例を用いて応用的な実習 ● プリント確認 ・各障害についての特性が理解でき

学 介護技術の展開 を行い、表現力を身に付ける。 【知】 る。【知】
精神障害に応じた介護 精神障害者の生活を理解し、障害に ● レポート確認 ・各障害の特性に応じて必要な支援
精神障害者と生活の理解 応じた生活支援と環境整備について理 自己評価【思】 を理解し、介助方法を選択できる。

期 生活支援と環境整備 解する。 ・各状況に応じた介護技術が身につ
介護技術の展開 いている。

10 重複障害（盲ろう）に応じた介護 重複障害者の生活を理解し、生活支 ・考察し、記録をとることができる。
盲ろう者と生活の理解 援と環境整備について理解する。 【思】
生活支援と環境整備
移動における介護技術の展開

中間考査 1
11 休息・睡眠の介 睡眠・休養の意義と目的 健康を保持するための休息や睡眠の 15 ● 行動観察 ・利用者の生活活動の種類、生活空
護 睡眠/休養の支援技術 重要性を理解し、安眠を促す環境を整 レポート確認 間と休息や睡眠の重要性について

える支援について理解させる。 【知】 理解できる。
生活援助 自立に向けた家事の介護 安全で目的に合った家事行動の支援 ・調理、洗濯、掃除、裁縫、家庭経

について理解し、実践できる。 営･家計の管理など家事の自立支
12 福祉用具の意義と活用 介護ロボットを含め福祉用具を活用 援と留意点について理解できる。

する意義やその目的を理解するととも 【知】
に、利用者の能力に応じた福祉用具を ● 行動観察 ・福祉用具を活用する意義や目的を
選択・活用する知識・技術を習得させ 自己評価【態】 理解し、適切な福祉用具を選択・

災害時の支援 災害時における介護従事者の役割 る。 活用できる。
災害時における生活支援 災害時における生活支援について考 ・災害時の生活支援について主体的

え、介護従事者の役割について理解さ に考え、介護従事者の役割につい
せる。 て主体的に考察している。【態】

期末考査 1
３ １ 人生の最終段階 人生の最終段階における介護 人生の最終段階にある人と家族をケア 13 ● 確認テスト ・人生の最終段階におけるケアにつ

における介護学 終末期の支援の意義と目的 するために、終末期の経過に沿った支 【知】 いて理解している。【知】
終末期の支援における介護従事者の役割 援や、チームケアの実践について理解 ● レポート確認 ・人生の最終段階にある人の経過に

学 死を迎える人への支援と留意点 させる。 【態】 沿った支援について主体的に考察
死後のケア グリーフケア している。【態】

● 行動観察 ・死後のケアを支援する介護従事者
期 【思】 の役割について、意欲的に取り組

んでいる。
・様々な場面におけるチームケアの
重要性について考察している。
【思】

学年末考査 1
合 計 70

◇「生活支援技術」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ４０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ３０％

◇「生活支援技術」の総合評価における各観点の割合
① 定期考査 ４０％程度 ② レポート・ノート ２０ ％程度 ③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 授業態度 １０％程度



教 科 単 学 指
福祉 生活支援技術（医療的ケア） 位 ２ 単 位 ３ 導 亀島木綿子 杣友愛梨 佐々由美子

科 目 数 年 者
教科 副
書 教 最新介護福祉士養成講座１５ 医療的ケア

材
科目の目標 自立を尊重した生活を支援するための介護の役割を理解させ，基礎的な介護の知識と技術を習得させるとともに，様々な介護場面において適切かつ安全に支援で

きる能力と態度を育てる。
（１）医療的ケアを必要とする利用者について理解し、医療的ケアが提供できるように関連する技術を身につける。（知識・技術）
（２）医療的ケアに関する課題を発見し、医療を提供する職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的根拠に基づいて解決する力を養う。（思考・判断・表現）
（３）医療を提供するという自覚を持ち、利用者の立場に立って安全安楽、かつ正確な技術を提供できるよう主体時に取り組む。（主体的に学習に取り組む態度）

目標達成に向けての ・医療職との連携のもと医療的ケアを安全・適切に実施できるよう，必要な知識・技術を習得する。
取り組み ・医療的ケアを必要とする利用者の尊厳の保持や自立支援の考え方，他職種連携などの知識を活用できるようにし，介護観や倫理観を育成する。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 医療的ケアにおける基礎的・基本的な知識を身につけ，医療 安全・適切な医療的ケアの提供を目指し，医療職との共通理解 医療的ケアにおける正しい知識を持ち，利用者の生
観点 的ケアの意義や役割を理解している。 が図れるよう思考を深め，万が一事故が発生したときには，医 活の自立を目指して意欲的に学習 に取り組むととも
及び 医療的ケアにおける基礎的・基本的な技術を身につけ，医療 療職に的確に報告できるような基礎的・基本的な知識と技術を に，安全・安楽なケアの提供のための実践的な態度
趣旨 職の指示どおりに，ケアを適切に実践するとともに，報告・ 身につけている。 を身につけている。

記録を的確に表現する

※上記「評価の観点」については，次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」，主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 医療的ケア実施 医療的ケアの授業について これまでの生活支援技術と医療的ケア ● ノート確認（知）・医療的ケアについて学習すべ
の基礎 授業の進め方と授業内容・医療用器具の使い方 の相違を明確に理解し，医療行為を担 き内容がイメージできる。（知）

１ なぜ医療的ケア 実習時の確認事項 う責任感と倫理観を持つ。 ６ ● 行動観察（思） ・CW として医療的ケアで求め
を学ぶのか 介護職における医療的ケアの実施の経緯 実際に医療行為を実施するための心 られていることについて理解

基本的心構え 構えをしっかり持つとともに，最終学 できる（思）。
学 人間と社会 Ⅰ個人の尊厳と自立 年として，利用者の個人の尊厳と自立 ● 自己評価（態） ・個人の尊厳と自立について自

医療的ケアにおける「個人の尊厳と自立」 に向け真摯に学ぶことができる。 ＤＶＤ視聴 分の考えを持っている。（態）

期 ５ Ⅱ医療の倫理 保健医療に関する制度や法律を正しく ● ノート確認（知）・保健医療に関する制度や法律
保健医療制度を 介護福祉士の倫理・医療的ケアにおける倫理 理解する。 を正しく理解する。（知）
チーム医療 Ⅲ利用者の家族の気持ちの理解 事故やトラブルにおける救急法を適切 1０
安全な療養生活 Ⅰ保健医療に関する制度 Ⅱ医行為に関する法律 に実施できるよう既習事項を確認する。 ● ● 実技練習相互評 ・救急法について既習事項を確

Ⅰ安全な実施 Ⅱ救急蘇生 価 （思）（態） 認する。（思）（態）

中間考査 １

６ 感染予防と清潔 Ⅰ感染予防 感染に対するリスクを理解すると共に ● 実技練習観察 ・感染予防の方法を理解できて
保持 手洗い 感染予防の具体的な方法を実践できる。 （態） いる。（態）
健康状態の把握 ○応用実習 ● ノート確認（知）

（介護実習６月３日～７月８日） ４ ● 実技相互評価 ・感染予防を実践できる。（思）
・課題解決に 向けた介護過程の展開 （思）

７ 喀痰吸引・経管 喀痰吸引 呼吸のしくみと働き，異常について観 ● ノート確認（知）・正常・異常の違いを理解して
栄養の基礎的知 呼吸のしくみと働き 察出来るように理解する。 ８ いる（知）。
識と実施手順 いつもと違う呼吸 ● 発表（思） ・正常・異常の違いが解るよう
喀痰吸引 喀痰吸引とは 観察項目を説明できる（思）。



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

時 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 間 知 思 態 ･項目等

８ 夏季休業 夏期休業中の課題 ● 課題 （知）
９ Ⅳ喀痰吸引で用いる器具・器材とそのしくみ 喀痰吸引実施の手順と留意点及び人工呼 ● 実技演習（知） ・設備の使用方法，必要物品

Ⅴ人工呼吸器と吸引 吸器装着者について理解する。 ノート確認 の名称を覚えている。（知）
２ Ⅵ子供の吸引 10 ● 確認テスト（知）・基本的な操作が習得できて

Ⅶ喀痰吸引に伴うケア 人工呼吸器装着者の口腔内吸引， いる。（知・技）
Ⅸ呼吸器系の感染予防 人工呼吸器装着者の鼻腔内吸引， ● 演習観察（態） ・班内で協力できている。（態）

学 Ⅹ安全確認 人工呼吸器装着者の気管カニューレ内部の ● 実技演習（思） ・利用者にあった物品が準備
Ⅺ急変事故発生時の対応 吸引についてはＤＶＤなどの視聴覚教材を できている。（思）
Ⅻ報告・記録 用いてイメージをつかめるようにする。 ● 実技練習（思） ・利用者の安全，安楽やプラ

期 教師による模範を見学の後，班別実習実施 イバシー配慮した行動がと
口腔内吸引 れている。（思）
鼻腔内吸引 ● 実技試験（知） ・口腔内吸引が実施できる。
気管カニューレ内吸引 自己相互評価 ・鼻腔内吸引が実施できる。

演習 ・気管カニューレ内吸引が実施
実技試験 できる。（技）

10 経管栄養 消化器系のしくみとはたらき 消化器系器官の役割と機能が理解できる。 10 ● 確認テスト（知）・消化器系器官の役割と機能
嚥下のしくみ 嚥下のしくみや消化，吸収，よくある消化 が説明できる。（知）
消化器症状 器症状について理解する。 演習観察 ・嚥下のしくみを説明できる。
経管栄養のしくみと種類 ・消化、吸収について説明で

きる。
発表 ・よくある消化器症状につい

て説明できる。

中間考査 1
11 実施上の留意点 急変・事故発生時の対応と事前対策や ８ ● 演習観察（態） ・感染予防の具体的方法を実践

感染予防 器具・器材の取り扱い方・消毒方法，経管 ノート確認 できる。（態）
経管栄養により生じる危険と注入後の安全確認 栄養の技術と留意点についてその実践や応 ● 実技演習（思） ・器具，器材を適切に安全に取
急変・事故発生時の対応と事前対策 用ができるよう基本的な技術を理解する。 ６ ● 実技試験（知） り扱うことができる。（思）

12 器具・器材の取り扱い方 ・実施の手順や留意点を説明で
消毒方法 きる。（知）
経管栄養の技術と留意点

期末考査 1
１ 経管栄養に必要なケア 経管栄誉の実施の手順と留意点について理 ４ ● 確認テスト（知）・体位、口腔、鼻腔のケアについ

３ 解している。 て説明できる。（知）
胃瘻 ● ● 実技演習（思） ・胃瘻による経管栄養法が実施で

学 ● 実技試験（態） きる。（思）（態）
腸瘻 ・経鼻経管栄養による経管栄養法

期 が実施できる。（態）
経鼻経管栄養

学年末考査 １
合 計 70

◇「生活支援技術」の総合評価における各観点の割合
総合評価における各観点の割合 知識・技術５０％ 思考・判断・表現３０％ 主体的に学習に取り組む態度２０％
各評価方法･項目の割合 ①定期考査３０％程度 ②レポート・ノート ２０％程度 ③ 実技・技術 ３０％程度 ④授業態度２０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 介護過程 位 ２ 単 位 ３ 導 杣友 愛梨 新田 剛司

科 目 数 年 者
教 科 副
書 介護過程（実教出版） 教 最新介護福祉士養成講座９ 介護過程（中央法規）

材
科目の目標 ・介護過程の意義と目的やそのプロセスを正しく理解させるとともに、自立生活を支援するために必要なこころとからだの基礎的な知識を習得させ、介護過程の

展開に適切に活用できる能力を育てる。【知】
・高齢者と健康について、生活習慣が関連する疾病を含め、高齢者に多い疾病や症状の現れ方の特徴、身体の不調の訴えなどを取り上げて理解させるとともに日
常生活上での留意点についても考えさせる。【思】

・自立生活を支援するために必要なこころとからだの基礎的な知識を習得させ、介護過程の展開を主体的且つ適切に活用できる能力を育てる。【態】

目標達成に向けての取 ・サービス利用者が人間としての尊厳を保持しながら自立した豊かな生活が送れるようにするための、介護過程の意義や役割について理解できる。
り組み ・他科目で学んだ知識や技術を生かして、介護計画を立案し、適切な介護サービスの提供ができる実践的な能力や態度を身につけることができる。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 人間としての尊厳の保持と自立生活支援の観点からの サービス利用者の自立や豊かな生活につながる幅広い介護計画 他科目に関して学んだ基本的知識や技術を生かして、
の 介護過程の意義と役割及び展開を、高齢者に多い疾患を を立案し、検討することによって、ＩＣＦ・利用者主体・自立生 サービス利用者一人ひとりに応じた適切な介護を実践
観点 はじめとし、他の科目で学んだ基礎的・基本的な知識や 活支援・ＱＯＬの向上など介護の目的に即した介護従事者として するため、必要となる思考と実践のプロセスが介護過
及び 知識を統合しながら、理解することができる。 必要な視点から思考・判断することができる。 程であることを主体的に学ぼうとしている。
趣旨

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
１ ４ 介護過程の 介護過程の実践的展開 介護過程における目的と目標の意義 ５ ● ワークシート【知】・介護過程の全体的像が理解で

実践的展開 介護過程の展開の理解 について復習し、全体像を再確認でき きている。【知】
介護過程の展開について復習 る。事例をもとに、アセスメントに必

学 事例をもとに各項目におけるアセスメントを展開 要な「事実」のとらえ方を復習しなが ● 介護計画書【態】 ・事例をもとに介護計画を主体
ら、わかりやすく整理することができ 的に立案しようとしている。
る。 【態】

期
５ 介護過程の実践的展開 アセスメントから利用者の生活課題 ８ ● 授業観察 ・介護過程の全体的像が理解で

「介護過程」展開の実際 （ニーズ）を導き、介護計画を立案す 確認テスト【知】 きている。【知】
事例をもとに介護過程を展開 ることができる。

応用実習で受け持ち利用者の介護過程 ● プリント確認 ・事例をもとに介護過程を展開
の展開ができるよう、実施と評価につ ファイル確認【態】 できる。
いてのまとめ方を理解できる。 ・応用実習で受け持ち利用者の

介護過程の展開ができるよう
のシートの準備ができてい
る。【態】

中間考査 １
６ 介護過程の 応用実習 （６月３日～７月８日（23日間）) 応用実習における受け持ち利用者の ８ ● 実習記録簿【態】 ・応用実習における受け持ち利

実践的展開 介護過程を展開し、適切に記録に残す 用者の尊厳を保持し、自立へ
ことができる。 の支援となるような介護過程

を展開する。【態】
● アセスメント用紙 ・介護過程の実際について適切

【思】 に記録に残すことができる。
【思】



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

１ ７ 高齢者に多い Ⅰ高齢者の気持ちの理解 高齢者自身の老化における思いや気持 ８ ● プリント確認 ・心身機能の老化を遅らせる効果
学 症状・病気 Ⅱ高齢者の様々な気持ち ちを高齢者の立場に立って考える。 ファイル確認 的方法を体験し実践できる。
期 高齢者に生じやすい症状について理解 【思】 【思】

Ⅰ高齢者に多い症状と日常生活における留意点 させ、高齢者の訴えの原因と特徴や基 ● 確認テスト【知】・国家試験の模擬問題を解くこと
老年症候群・廃用症候群 本的な対処方法を理解させる。 により、知識の確認ができる。

【知】

２ ８ 夏季休業
９ 介護過程の ２高齢者に生じやすい症状や病気 高齢者特有の疾病について具体的に取 ９ ● 授業観察 ・高齢者に多い症状、観察項目な

展開の実際 かゆみ・褥瘡 不眠 意識障害 発熱 脱水 り上げ、原因や発現機序、治療方法や プリント確認 ど基本的な内容を理解し、専門
学 深部静脈血栓症 経過・予後について基本的な内容を理 確認テスト【知】 用語で答えることができる。

解させる。 【知】

期
10 中間考査 １
介護過程の展開 応用実習における介護過程の展開 応用実習における介護過程の展開を振 ８ ● 発表原稿【思】 ・介護過程の展開を分かりやすく

実習の振り返りからの介護過程の評価 り返り、整理することができる。また、 発表原稿にまとめることができ
その過程を自己評価することができる。 る。

11 介護過程の 介護過程実践報告のまとめ 実践したことや介護過程の内容をわか ８ ● 発表内容 ・報告を分かりやすく整理し、発
展開の実際 事例研究発表会 りすくまとめ報告、発表をすることが 発表態度【思】 表することができる。

まとめと復習 できる。 ・他者の学びを知ることにより、
介護過程の重要事項などの復習を行い、 自分の学びを整理し、深めるこ
再確認することができる。 とができる。【思】

Ⅱ高齢者に多い病気と日常生活での留意点 特に成人とは異なる経過や非定型症状 ● 相互評価【態】 ・異常発見に関する変化について
Ａ糖尿病 Ｂ動脈硬化症と心筋梗塞 を示すものついてその具体的な観察ポ 述べることが出来る。【態】
Ｃ高血圧 Ｄ脳卒中 イントを理解し実践現場での介護に活
Ｅ大腿骨頸部骨折・骨粗鬆症 かせるよう意識させる。
Ｆ肺炎

12 介護過程と 介護過程とチームアプローチ 各専門職の役割を理解し、チームアプ ５ ● ワークシート ・チームアプローチについて理解
チームアプロー 介護過程とケアマネジメントの関係性 ローチの中で介護福祉士に期待される 【知】 できている。【知】
チ チームアプローチにおける介護福祉士の役割 役割を考える。
期末考査 １

３ １ 利用者の生活と 利用者の生活と介護過程の展開 国家試験問題を解くことで、利用者の ８ ● 国試問題 ・利用者のさまざまな生活を支え
学 介護過程 利用者のさまざまな生活と介護過程の展開 さまざまな生活を支える介護過程につ 自己評価【思】 る介護過程について考えようと
期 いて考えることができる。 することができる。【思】

２

学年末考査 １
合 計 ７０

◇「介護過程」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０％

◇「介護過程」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ３０％程度 ② レポート・ノート ２０％程度
③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 授業態度 ２０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 介護総合演習 位 １ 単 位 ３ 導 杣友愛梨 佐々由美子

科 目 数 年 者
教 科 準教科書 副
書 介護福祉士養成講座 10 介護総合演習・介護実習（中央法規） 教

材
科目の目標 ・福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、知識と技術を身に付けさせる。【知】

・地域福祉の推進と持続可能な福祉社会の創造と発展に必要な資質・能力を育成するため、演習や事例研究を通し、専門的な知識と技術の深化、総合化を図る。【思】
・課題解決の能力や自発的、創造的な学習態度を育てる。【態】

目標達成に向けての取 ・介護実習と関連づけ、主体的に介護実習に取り組めるようにする。
り組み ・生徒の興味・関心・進路・地域の実態に応じた演習テーマを主体的に考えることができるように配慮する。

・介護実習を通じて生徒が自己の課題を考え、介護従事者としての意識を持てるようにする。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 地域福祉や福祉社会について体系的・系統的に理解す 地域福祉や福祉社会に関する課題を発見し、職業人に求められ 健全で持続可能な社会の構築を目指して自ら学び、
の るとともに、関連する技術を身に付けている。社会福祉 る倫理観をもとに、社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を 地域福祉や福祉社会の中の対人援助場面において主体
観点 や介護に関して学んだ基本的知識や技術を活用し、高齢 用い、科学的根拠に基づいた解決策を探究し、対人援助場面にお 的に実践しようとしている。また、社会福祉現場での
及び 者や障害者の介護において、総合的な援助について、適 いて、統合的に思考し判断できる力をつけている。 実習を通じて介護専門職の職業観、勤労観を身に付け
趣旨 切な技能を身に付けている。 ている。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 実習計画の理解 ○年間計画と実習の意義と目的 応用実習における介護実習の意義と ２ ● 行動観察【態】 ・実習の心構えができている。

・介護実習の内容 目的を理解し、実習に対する心構えが ● 実習記録【知】 ・事前学習や準備ができてい
１ ・実習の準備 できる。 る。【思】

・施設の理解ができている。
・記録の技術が身についてい

学 る。【知】

５ 介護実習の準備 ○応用実習の意義と目的について 応用実習の意義と目的を理解し、知 ３ ● 実習先打ち合わせ ・実習の意義が理解できてい
期 ○介護実習の進め方 識と技術の統合ができる。 る。【態】

・実習施設研究 介護実習の進め方を復習し、応用実 ● 記録 ・実習の目標設定・記入方法
・健康管理 （実習前健康診断） 習における目標設定や実習記録の書き 健康診断【思】 の習得・実習先施設の内容が
・実習生としての基本事項 方について学ばせる。 理解できている。
・目標設定 ・実習記録 実習施設における打ち合わせにおいて ・実習打ち合わせにおいて的確
・実習施設オリエンテーション 必要な質問を的確にすることができる。 な質問ができる。【思】

● 実習記録【知】 ・記録の際に適切な表現ができ
る。【知】

中間考査 １
６ 応用実習 ○事例研究の目的と意義 事例研究の目的と意義について正し ６ ● 実習評価表 ・実習に意欲的に取り組む。

・事例研究の進め方 く理解させる。 実習先指導者聞き ・実習の成果や課題を明確に
・実習における取り組み 取り【態】 し、基本的な介護の技術を身
○応用実習 担当利用者のアセスメントを行い、 ● 実習先打ち合わせ につけることができる。
（介護実習６月３日～７月８日） その方の生活における課題を見つける 記録【知】 【態】
・自立支援に向けた介護技術の提供や課題解決に ことができる。 ・担当利用者の疾患等心身の状
向けた介護過程の展開 ● 介護過程【思】 態について理解できている。

【知】
・担当利用者のアセスメントを
的確に行い、課題を見つける
ことができる。【思】



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

１ ７ 応用実習 ○実習の振り返りによる整理 介護実習の担当利用者に対して、介 ５ ● 実習記録【思】 ・介護過程の計画・実施・評価
学 ・実習記録 護過程の計画を立て、介護過程を展開 の一連の流れを記録できてい
期 ・実習のお礼 することができる。 る。

事例研究の目的と意義について再認 ・実習の振り返りによるまとめ
識し、介護過程の展開をまとめる。 ができている。 【思】

８ 夏季休業
９ 事例研究 ・事例研究の目的と意義について 利用者の理解に必要な疾病や障害に ７ ● 実習記録【知】 ・情報収集とアセスメントがで

・介護過程 ついての文献研究を行うことができる。 ● 実習評価表 きている。【知】
２ ・文献研究（疾病・障害・薬の理解） 事例研究発表に向けての各領域で学ん 感想文【態】 ・自己の振り返りができ、課題

・事例研究のまとめ だ知識と介護実習で学んだ技術を統合 が明確化している。 【態】
・事例研究発表に向けての役割分担 し、介護実践につなげさせる。

学 10 ・事例研究発表 実習を振り返り、介護の知識や技術 ● アセスメント表 ・事例研究を通し、介護の知識
を実践と結びつけて統合、深化させる 介護過程 や技術を実践と結びつけて統
とともに自己の課題を明確にし、専門 事例研究レポート 合、深化させている。

期 職としての態度を養わせる。 【思】 ・自己の課題を明確にし、専門
事例研究発表会を、チームで協力し 職としての態度を身につけよ

てスムーズに運営することができる。 うとしている。
・事例究発表を創意工夫して行
うことができている。【思】

中間考査 １
11 事例研究まとめ ・事例問題研究 事例研究発表を通し、質の高い介護 ４ ● 事例研究レポート ・自分の事例研究をわかりやす

実践や、エビデンスの構築につながる 発表【知】 く情報機器を用いて発表する
実践研究になるよう、他者の事例につ ことができる。【知】
いて考えたり、内容を検討したりする ・事例研究発表会のチームで計
ことで、実践研究の意義とその方法を ● 行動観察【態】 画的にスムーズに運営できる

12 理解させる。 よう協力できている。
・学習に意欲的に取り組めて
いる。【態】

● 自己評価【思】 ・さまざまな事例研究の内容を
理解し、実践研究の意義とそ
の方法を理解している。【思】

期末考査 １
３ １ 事例研究まとめ ・事例問題研究 一般的な事例を研究し、問題が起き ４ ● 自己評価【思】 ・自己の振り返りができ、課

たときの対応策を考えることができる 題が明確化している。
学 ・表現力や発進力が身について

いる。【思】
期

学年末考査 １

合 計 ３５
◇「介護総合演習」の総合評価における各観点の割合

知識・技術 ３０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ４０％
◇「介護総合演習」の総合評価における各評価方法･項目の割合

① 定期考査 ４０％程度 ② レポート・ノート ３０％程度
③ 実技・技術 ２０％程度 ④ 授業態度 １０％程度



教 科 単 学 指 杣友愛梨 佐々由美子 原 佐緒理
福 祉 介護実習 位 ５ 単 位 ３ 導 亀島木綿子 岸本仁美 新田 剛司

科 目 数 年 者
教 科 準教科書 副
書 最新 介護福祉士養成講座 10 介護総合演習・介護実習（中央法規） 教 最新・介護福祉士養成課程（中央法規）各巻

材
科目の目標 ・福祉の見方・考え方を働かせ、多様な介護の場で実習を行い、実践的・体験的な学習活動を行うこと等を通して、適切な介護技術を身に付けさせる。【知】

・福祉の他の専門科目で学んだ知識と技術を統合し、高齢者や障害者への総合的な介護活動等、根拠に基づいた介護及び支援を実践するために必要な資質・能力
を育成する。【思】

・サービス利用者や家族、介護従事者や他職種等様々な人との関わりの中で、社会人として必要なマナー、礼節について身に付けさせる。【態】

目標達成に向けての取 ・介護実習がサービス利用者の生活空間で行われるため、実習指導者と実習の目標を共有するなど連携を図りながら、各段階に応じた目標を明確にし、主体的か
り組み つ協働的に実習に取り組む態度が育成できるように配慮する。

・多様な介護の場においてサービス利用者一人一人の生活や個性を尊重して実習できるよう、実習生としての礼儀、態度等を理解させる。
・サービス利用者や家族とのコミュニケーション能力を高める技法の実践を行い、福祉に関する他の専門科目で学習した知識や技術を統合しながら介護を行うと
ともに、多職種協働における介護従事者の役割や職業倫理について理解させる。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 福祉施設における高齢者や障害者の介護や福祉制度のあ 社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を、高齢者や障害者 社会福祉に関して学んだ基本的知識や技術を、高齢
の り方について科学的に理解している。 また、社会福祉や の総合的介護における対人援助場面において、統合的に思考し、 者や障害者の総合的介護における対人援助場面におい
観点 介護に関して学んだ基本的知識や技術を活用して、高齢 判断し、表現したりしている。 て、主体的に実践しようとしている。また、介護実習
及び 者や障害者の総合的介護において、総合的な援助の技術 を通じて介護専門職の職業観、勤労観を身に付けてい
趣旨 を身に付けている。 る。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学期
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等時間 知 思 態 ･項目等
４ 事前健康診断 ○胸部撮影 介護現場における感染症の実態を取り ● 健康診断 ・所定の検診を受診できる。【態】
５ ○検便 細菌検査 上げ、感染予防の意義と必要性について 実習前注意事項

１ 理解させ、自身の健康管理を意識させる。 記録【態】
６ 事前学習 ○実習施設事前打ち合わせ（実習ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ) これまでに学んできた知識と技術を活 175 ● 実習打ち合わせ ・実習への心構えや事前準備が

用し、介護過程の展開を通して担当利用 記録【知】 できている。
学 ○担当利用者のアセスメントと介護計画立案 者を理解し、本人主体の生活を自立を支 ・実習目標を理解している。

介護実習 ○実習施設における介護技術の実践、コミュニケ 援するための介護過程を学ばせる。 ・記録の基本的記入方法を習得
（応用実習） ーションの実践、介護過程の実践的展開、多職種 特別養護老人ホーム、介護老人保健施 している。【知】

期 ７ 協働の実践、地域における生活支援の実践 設、障がい者支援施設において基本的な ● 実習態度【態】 ・利用者や職員とコミュニケー
（６月３日～７月８日 ２３日間） 介護技術の実践を行い、多職種との協働 ションは図られている。【態

の中で、介護福祉士としての役割を理解 ● アセスメントシ ・担当利用者の目標の設定、介
させるとともに、ケースカンファレンス ート 護計画の立案、実施、評価、
等を通じて、多職種連携やチームケアを 介護計画書 介護計画の修正など一連の介
体験的に学ばせる。 ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ計画 護過程を実践できる。
利用者の生活と地域との関わりや、地 実習記録 ・目標が達成できたか確認し評

域での生活を支える施設の役割を理解 実習評価表 価できる。【思】
し、地域における生活支援を実践的に学 自己評価【思】

事後学習 ○介護実習の振り返り ばせる。
２学期 ８

～
12

３学期 12
合 計 175

◇「社会福祉基礎」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ３０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ４０％

◇「介護実習」の総合評価における各観点の割合 実施時数は法定時数以上を実施することがある。
① 定期考査 ０ ％程度 ②レポート・ノート ３０％程度 ③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 実習態度 ４０％程度



教 科 単 学 指
福祉 こころとからだの理解 位 １ ３ 導 原 佐緒理

科 目 数 年 者
教 副
科 こころとからだの理解（実教出版） 教 最新介護福祉士養成講座１２ 発達と老化の理解（中央法規出版）
書 材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、介護を実践するための人間の理解に必要な資質・能力を育成することを目指す。

（１）サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行ううえで必要なこころとからだの基本的なしくみを習得させる。【知】
（２）発達課題や高齢者の健康について考えさせ、加齢に伴う心身の機能低下や障害が生活に及ぼす影響について理解させる。【思】
（３）保健・医療職など多職種と連携しながら、サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。【態】

目標達成に向けての取 ・「介護のため」という視点のもと理論と実践の融合を目指す。
り組み ・人間の成長と発達の過程における身体的・心理的・社会的変化及び老化が生活に及ぼす影響を理解させる。

・ライフサイクルの特徴に応じた生活を支援するために必要な健康や障害についての基礎的な知識を習得させる。

評価の 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
観点 自立生活の支援に必要な人間の成長と発達について体系 自立生活の支援に必要な人間の成長と発達に関する課題を発見 健全で持続的な社会の構築を目指して自ら学び、人
及び 的・系統的に理解するとともに、関連する技術を身に付 し、職業人に求められる倫理観を踏まえ科学的な根拠に基づいて 間の成長と発達に基づいた自立生活の支援に主体的か
趣旨 ける。 創造的に解決する力を養う。 つ協働的に取り組む態度を養う。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
１ ４ 第４章 Ⅰ老化に伴う心身の変化の特徴 身体的機能、知的・認知機能、精神機 ３ ● 授業観察・プリ ・加齢に伴う心身機能の変化につ

老化にともなう 能の老化の特徴を理解させる。 ント確認【知】 いて理解し、正しい知識を身に
こころとからだ 加齢による心身機能の変化が日常生活 つけている。【知】

学 の変化と生活 Ⅱ老化に伴う心理的な変化と生活への影響 にどのような影響を及ぼすか理解させ ● 授業観察・発表 ・加齢に伴う心身の変化について、
５ る。恒常性を維持する機能の防衛力、 ４ ・学習ﾌ ﾟ ﾘ ﾝ ﾄ 主体的に考察している。【態】

予備力、適応力、快復力の加齢による 【態】
期 心身の変化を学ばせる。

中間考査 １

６ 介護実習 ６月３日～７月８日

Ⅲ老化に伴う社会的な変化と生活への影響 ライフサイクルのなかの老年期とはど ５ ● 学習ﾌﾟﾘﾝﾄ【知】・老年期の特徴について理解し、
７ のような時期かさまざまな視点で理解 正しい知識を身につけている。

２ させる。 【知】
８ 社会における老年期の課題や介護を取 ● 授業観察・学習 ・老年期の特徴や社会における諸

り巻く現状を理解し、ｴｲｼﾞｽﾞﾑについて プリント【思】 課題を発見し、解決しようとし
学 考察させる。 ている。 【思】

夏期休業
期

第５章 Ⅰ 健康寿命に向けての健康 健康になるための戦略であるヘルスプ ５ ● 授業観察・学習 ・高齢者の健康の維持・増進に関
９ 高齢者と健康 健康の維持・増進を含めた生活の支援 ロモーションや健康と環境、食生活や プリント【思】 する諸課題を発見し、解決しよ

基礎的な医薬品とその扱いなどについ うとしている。【思】
て理解する。



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

２ Ⅱ高齢者に多い症状・疾患の特徴 高齢者特有の疾病について具体的に取 ● 学習プリント ・高齢者に多い疾病と症状につい
１症状・疾患の特徴 り上げ、原因や発現機序、治療方法や 【知】 て理解し、正しい知識を身につけ

９ 経過・予後について基本的な内容を理 ている。【知】
学 解させる。

中間考査 １
期 ８ ● 学習プリント ・症状の発現のしくみについて

10 ２閉じこもり 【知】 基本的な内容を理解し、専門用
３廃用症候群 語で答えることができる。【知】
４老年症候群

11 Ⅲ高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点 高齢者に生じやすい症状について理解 ● 学習プリント ・高齢者に生じやすい症状につい
１骨格系・筋系 させるとともに、高齢者の訴えの原因 【思】 て理解し、日常生活への影響に
２脳・神経系 と特徴や基本的な対処方法を理解させ 関する諸問題を発見し、解決し
３皮膚・感覚器系 る。特に成人とは異なる経過や非定型 ようとしている。【思】

症状を示すものついてその具体的な観 ● 学習プリント・ ・高齢者に生じやすい症状につい
12 察ポイントを理解し実践現場での介護 授業観察【態】 て理解し、日常生活への影響に

に活かせるよう意識させる。 ついて主体的に考察している。
【態】

期末考査 １
３ １ Ⅲ高齢者に多い疾患・症状と生活上の留意点 特に成人とは異なる経過や非定型症状 ６ ● 国家試験模擬問 ・様々な場面においての異常発見

を示すものついてその具体的な観察ポ 題・学習プリン のための変化の観察ポイントに
学 ４循環器系 イントを理解し実践現場での介護に活 ト【思】 ついて気づき、解決しようとし

５呼吸器系 かせるよう意識させる。 ている。【思】
期 ６消化器系

７腎・泌尿器系
８内分泌・代謝系
９歯・口腔疾患
10悪性新生物（がん）

２ 11感染症
12精神疾患
13その他

学年末考査 １
合 計 ３５

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ３０ ％程度 ② レポート・ノート ３０ ％程度 ③ 実技・技術 ２０ ％程度 ④ 授業態度 ２０ ％程度



教 科 単 学 指
福 祉 こころとからだの理解 位 １ 単 位 ３ 導 岸本 仁美

科 目 数 年 者
教 こころとからだの理解（実教出版） 副 最新介護福祉士養成講座１３認知症の理解（中央法規出版）
科 教 認知症の事典（成美堂出版）
書 材
科目の目標 福祉の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことを通して、介護を実践するための人間の理解に必要な資質・能力を育成することを目指す。

（１）サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行ううえで必要なこころとからだの基本的なしくみを習得させる。【知】
（２）認知症課題や高齢者の健康について考えさせ、加齢に伴う心身の機能低下や認知症が生活に及ぼす影響について理解させる。【思】
（３）保健・医療職など多職種と連携しながら、サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を育成する。【態】

目標達成に向けての （１）認知症の人の心理や身体機能、社会的側面に関する基礎的な知識を習得する。
取り組み （２）認知症の人を中心に据え、本人や家族、地域の認知症ケアの課題解決能力を育成する。

（３）地域の中で中心となって認知症の人々を支える能力と意識・態度を身に付けている。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 体的に学習に取り組む態度
の 認知症に関するその原因疾患やそれぞれの症状や特性 認知症介護における基礎的・基本的な知識・科学的根拠をもと 加齢により発症することの多い認知症ケアに対して介護福祉
観点 についての基礎的・基本的認知症な知識を身につけ、 に利用者に必要とされる介護内容を考え、課題を把握し明確に 職としてで積極的に理解しよう関わろうとする態度と、専門
及び 介護現場における認知症の利用者の実際と、対応する 表現する能力と、その課題を解決するための方策として、社会 的な支援だけにとどまらず、地域の中で中心となって認知症
趣旨 ための技能が身につけ、さらに社会的支援についての 的支援に結びつけることができる能力を身につけている。 の人々を支える能力と意識・態度を身に付けている。

知識を習得する。

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

４ 障害者（認知症）○認知症に伴う生活への影響と認知症ケア ・認知症の人の生活および家族や社会との ３ ● 授業観察【思】 ・認知症の原因疾患とその症状
の 生活 と介 護 ・パーソンセンタードケア 関わりへの影響を理解し、その人の特性 ワークシート【態】 や特性を理解している。【知】

１ （支援） ・認知症の人へのアプローチ を踏まえたアセスメントを行い本人主体 ● 確認テスト【知】・認知症の人の生活困難を理解
（ユマニチュード、バリデーション、回想 の理念に基づいた認知症ケアの実践につ している。【態】
法、リアリティオリエンテーション） なげる。 ● ・利用者の介護ニーズを考える

学 ことができる。【思】

・認知症の人の介護過程 ・施設利用者の生活に関する課題やニーズ ４ ● 授業観察【思】 ・認知症の人への介護過程の展
期 ５ ・重症疹心身障害者の介護過程 について理解させるとともに、障害者を ● ワークシート【態】 開例から理解する。【態】

支えるための介護の在り方について考え ● 確認テスト【知】・事例（認知症利用者）の介護
させる。 計画を立案できる。【思】

中間考査 １ 考査
６ 応用実習 ６月３日～７月８日

障害者（認知症）○介護現場におけるサービスの展開 ・施設で提供されていた介護保険制度や障 １ ● ワークシート【知】・介護保険制度、障害者自立支
７ の 生活 と介 護 ・介護実習で実際に提供されるサービスにつ 害者自立支援制度などにおける介護福祉 援制度などのサービス内容を
（支援） いて根拠法やサービスの展開 サービスを取り上げ、そのサービスの具 ● レポート【思】 理解している。【知】

体的な内容や利用方法について理解させ ・ニーズとサービスを結びつけ
る。 て考えることができる。【思】

８ 夏季休業



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

９ 認知症支援の実 ・実習利用者の理解（高齢者･認知症の障害 ・施設利用者の生活に関する課題やニーズ ４ ● 授業観察【態】 ・実際の利用者の状態を観察で
際 者） について理解させ、障害者を支えるため きる。【態】

２ ・認知症高齢者を支える介護の在り方 の支援について国際生活機能分類（ＩＣ ● アセスメント表・ ・利用者の情報から分析･統合
家族への支援について Ｆ）などを取り上げ、サービス利用者の ワークシート【思】 することで情報を整理でき

・認知症の人の医学・行動・心理的理解 自己決定や個別化など自立に向けた介護 る。【思】
学 について理解させる。 授業観察【態】

・認知症の人の行動の背景にある理由に着 ４ ● ワークシート・ ・認知症の症状を理解し、どの
目し、医学的知識をふまえた認知症の人 事例からの考察 ようなケアが必要かを考える

期 10 の心理行動症状について理解させる。 【思】 ことができる。【思】
・認知症の人を支える家族の課題について ● 確認テスト【知】・認知症であっても、その人の
理解し、家族の受容段階や介護力に応じ 尊厳を守る視点を持つことが
た支援について理解させる。 できる。【態】

中間考査 1 考査
認知症の人の生 ・認知症の人への生活支援技術と実践のポイ ・さまざまな介助の際に起こりうる具体的 ５ ● 授業観察・ひもと ・食事や排泄、入浴、更衣等の
活理解 ント な事例を取り上げ、高齢者の日常生活に きシート【思】 介助の際に出現しやすい認知

11 関する課題やニーズについて理解させる 症の症状とその背景や原因に
とともに、高齢者を支えるための介護の ついて理解し表現している
在り方について考えさせる。 確認テスト【知】 【思】

● ・日常の介助の際に出現する症
状への対応方法が理解できて
いる。【知】

認知症に関する ・認知症対策におけるさまざまな法制度やサ ・認知症の人の生活を地域で支えるサポー ６ ● ・さまざまな法制度とサービス
12 制度・関係機関 ービス（専門的支援と地域でのサポート） ト体制や、多職種連携・協働による支援 確認テスト【知】 について理解している。【知】

・連携と協働 野基礎的な知識を理解させる。 ・認知症へ対応するﾌｫｰﾏﾙ・ｲﾝﾌ
● 授業観察【態】 ｫｰﾏﾙｻｰﾋﾞｽについて理解し、

自らも関わろうとする態度が
備わっている。【態】

期末考査 1 考査
１ ・認知症の人の体験 ・認知症によって引き起こされる機能の変 ４ ● 事例演習【思】 ・認知症（特に若年性認知症）の

３ ・介護者自身の体験 化や生活障害、認知症ケアなどについて 人の手記や家族等の介護者の体
・家族へのレスパイトケア 理解させるとともに、家族への支援や地 験談等の事例からその実際と課

学 ・家族へのエンパワメント 域における支援体制の在り方について、 題を認識できている。【思】
特に近年深刻化している若年性認知症に ● 授業観察【態】 ・介護福祉士として働く上での

期 ついて、事例等を参考にして考えさせる。 視点を持つことができる。【態】

学年末考査（国試対策 総合問題） １ 考査
合 計 ３５

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％

◇「こころとからだの理解」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ７０％程度度 ② 授業への取組態 １０％程度 ③ 提出物 １０％程度 ④ 小テスト・課題 １０％程度



教 科 単 学 指
福 祉 こころとからだの理解 位 １ 3 導 佐々 由美子

科 目 数 年 者
教科 こころとからだの理解（実教出版） 副 最新介護福祉士養成講座 １４ 障害の理解（中央法規）
書 教

材
科目の目標 （１）サービス利用者の状況に合った自立生活の支援を行ううえで必要なこころとからだの基本的なしくみを習得させる。（知識・技能）

（２）発達課題や高齢者の健康について考えさせ、加齢に伴う心身の機能低下や障害が生活に及ぼす影響について理解させる。（思考・判断・表現）
（３）保健・医療職など多職種と連携しながら、サービス利用者や家族の心身の状況や環境を考えた介護福祉サービスを提供できる能力と態度を

育成する。（態度）

目標達成に向けての （１）教科書での学習を基本として、「こころとからだの理解」の内容にもとづいた自立生活の支援に必要な、深い理解を伴った知識・技能を
取り組み 習得する。

（２）「考えてみよう」や編末問題の「まとめてみよう」などを実践する活動を通して主体的に判断し、よりよく問題を解決する。
（３）編末問題などで学習の理解到達度を確認し、ワークシートなどを活用しながら学習したことを自分の言葉で表現する。

評価 知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
の 自立生活の支援に必要なこころとからだについて体系 自立生活の支援に必要なこころとからだに関する課題を発 科学的根拠にもとづいた生活支援の実践をめざして自ら学
観点 的・系統的に理解すると共に、関連する技術を身につけ 見し、介護従事者としての倫理観を踏まえて、科学的な根 び、こころとからだにもとづいた自立生活の支援に主体的か
及び ている。 拠にもとづいて創造的に解決する力を身につけている. つ協働的に取り組む態度を身につけている。
趣旨

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技能は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
1 ４ 生活機能障害の Ⅰ障害のある人の心理 精神障害の種類と原因、関連する症状 ３ ● プリント確認 ・精神障害を理解し、正しい知

理解 について学び、生活上の困難について （知） 識を身につけている。（知）
Ⅱ精神障害 考察する。 ● 授業観察 ・精神障害者の生活上の困難に

学 関する諸課題を発見し、解決
しようとしている。

期 ５ Ⅲ知的障害 知的障害の定義と特性を理解し、言語 ４ ● プリント確認 ・知的障害を理解し、正しい知
発達の遅れや発達の遅れにかかわる生 （知） 識を身につけている。（知）
活上の困難について考察する。 ● 授業観察 ・知的障害者の生活上の困難に

関する諸課題を発見し、解決
しようとしている。

中間考査 １
６ Ⅳ発達障害 発達障害の定義と特性を理解し、障害 ● 確認 テス ト ・発達障害を理解し、正しい知

が日常生活に及ぼす影響について考察 （知） 識を身につけている。（知）
する。 ・発達障害者の生活上の困難に

● 授業観察 関する諸課題を発見し、解決
しようとしている。

７ 介護実習 応用実習（６月３日～ 7月８日） 実習で出会った利用者に対して専門的 ４ プリント確認 ・専門的な視点で既習事項を統
な視点でアセスメントできるよう既習 ● 介護実習状況と 合させてアセスメントできて
事項を統合させる。 アセスメントシ いる。

ート
期末考査 内容理解 1

２ ８ 夏季休業課題 人体の構造と機能、系統別疾患等の既習知識に関す ● 国家試験問題 ・２学期の課題テストによって
るまとめと問題 （過去問）（知） 確認する。 （知）



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

２ ９ 医学的・心理的側面から、障害による 7 プリント等確認 ・医学的・心理的側面から、障
Ⅰ障害のある人の心理 心身への影響や心理的な変化を理解す ● 課題プリントに 害による心身への影響や心理

障害別の基礎的 る。障害のある人の生活と障害の特性 より各内容のま 的な変化を理解することがで
学 理解と特性に応 に応じた支援について考える。 とめ （知） きている。 （知）

じた支援 ● 授業観察（思考）・高次脳機能障害について理解
Ⅱ高次脳機能障害 高次脳機能障害の種類と症状を理解し、 し、正しい知識を身につけ、生

期 障害が日常生活に及ぼす影響について 活上の困難に関する諸課題を発
考察する。 見し、解決しようとしている。

10 （思考）
Ⅲ難病 難病の種類と症状を理解し、難病が日 ● 演習ークシート ・難病について理解し、正しい

常生活に及ぼす影響について考察する （態度）知識を身につけ、生活上の困難
に関する諸課題を発見し、解決
しようとしている。 （態度）

中間考査 1 中間テスト（知）
障害に伴う機能 障害のある人の特性を踏まえたアセス ６ ● 確 認テ スト ・障害のある人のライフステー
の変化と日常生 Ⅰ アセスメントと日常生活への影響 メントと日常生活への影響について理 （知） ジや障害の特性を踏まえ、機
活への影響 解し、自立支援に必要なストレングス 能の変化が生活に及ぼす影響

11 の視点について考察する。 を理解することができてい
る。 （知）

Ⅱ ストレングスの視点 ● 演習ワークシー ・障害に伴う日常生活への影響
ト （思考） に関する諸課題を発見し、解決

しようとしている。（思考）

12 ３ ● 確 認テ スト ・障害のある人の生活を地域で
（知） 支えるためのサポート体制

や、多職種連携・協働による
支援の基礎的な知識を理解す
ることができている。（知）

期末考査 （障害の理解 全般の知識確認） 1
３ １ 障害と地域生活 ピアサポートを含むチームアプローチ ３ 確 認テ スト ・障害のある人の地域サポート

支援 Ⅰ 障害のある人の地域生活上の困難と支援 について理解し、具体例を通して生活 ● （知） 体制について理解し、正しい知
上の困難と支援について考察する。 識を身につけている。 （知）

学 ● ・障害のある人の地域における
ファイル確認 サポート体制に関する諸課題を

障害者が地域で暮らしていくために障 （思考）発見し、思考している。（思考）
期 ２ Ⅱ 障害のある人の地域サポート体制 害者の主体性を尊重しながら、地域行 ● ・家族への支援に関する諸課題

政、関係機関や地域自立支援協議会な 授業観察（態度）を発見し、解決しようとしてい
どと連携して、障害者の生活を支援す る。 （態度）
るサポート体制づくりについて学ぶ。。

３
Ⅲ 家族への支援 家族への心理的支援や障害受容への支

援、レスパイトケアなど家族への支援
について学ぶ。

学年末考査 （障害の理解 全般の知識確認） １ 学年末テスト ・問題の 70 ％を理解できてい
● （知） る。 （知）

合 計 ３５
◇「こころとからだの理解」の総合評価における各観点の割合

知識・技術 ５０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ２０ ％
◇「こころとからだの理解」の総合評価における各評価方法･項目の割合
①定期考査 ５０％程度 ②レポート・ノート ２５％程度 ③実技・技術 １０％程度 ④授業態度 １５％程度



教 科 単 学 指
福 祉 福祉情報 位 １ 単 位 ３ 導 杣友愛梨 岸本仁美

科 目 数 年 者
教 科 副
書 福祉情報活用（実教出版） 教 全商ビジネス文書実務検定模擬試験問題集 3級

材
科目の目標 ・社会における情報化の進展と情報の意義や役割を理解させる。【知】

・情報処理に関する知識と技術を習得させ、福祉の各分野で必要な情報及び情報手段を選択する能力を身に付けさせる。【思】
・福祉の各分野におけるＩＣＴの活用方法について理解し、主体的に情報処理機器を活用する能力と態度を育てる。【態】

目標達成に向けての取 ・福祉に関する記録、事例研究におけるプレゼンテーション、社会福祉情報の検索等についての情報処理能力を高めることができるよう学習させる。
り組み ・情報機器や情報ネットワークを活用する基礎的技術を身につけ、利用者の生活支援ができるように体験的に学習させる。

知識・技術 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
評価 現代及び今後の社会福祉に関する事柄に対する関心を高 現代の社会福祉に関する課題を見いだし、他の福祉科目で学習 社会福祉に関する事柄に対する関心を高め、情報処理
の め、情報処理機器を活用することにより、福祉制度や福 した内容や各種資料を活用し、情報機器とプログラミング的思考 機器を活用することにより社会福祉の向上を図ろうと
観点 祉サービスの実際を理解する。 用いて発表することができる。 する態度を身に付けている。
及び
趣旨

※上記「評価の観点」については、次の表においては知識・技術は「知」、思考・判断・表現は「思」、主体的に学習に取り組む態度は「態」と表示しています。

学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い 配当 評価の観点 評価方法

評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等
４ 情報の処理 日本語ワードプロセッサによる情報の処理 ワープロを利用し、画像の挿入や、 ４ ● 課題作成【知】 ・正確でスピーディな文書作成

ワープロの利用 文字や配色の工夫等を行うことで、様 ができる。【知】
１ 々な文書をわかりやすく作成すること

ができるようにさせる。

学 ５ 情報の収集・処 通信ネットワークを利用した情報の収集とその活用 インターネットについて知ることに ４ ● 机間巡視【思】 ・情報入手の方法を考え、適切
理 インターネットの概要 より、インターネットを利用し、情報 に処理できる。

インターネットの利用 の検索と収集の方法を習得させる。ま ・情報活用上のマナーや人権を
期 情報の検索と収集 た、情報収集における問題点や注意点 尊重できる。

情報収集における問題点 について理解させる。 ・ｗｅｂページを参照できる。
プレゼンテーションソフト利用した情報の発信 【思】
プレゼンテーションソフトの概要 プレゼンテーションソフトを利用し、 ● 課題作成【知】 ・プレゼンテーションの意味を
プレゼンテーションソフトの利用 他者にわかりやすい資料作成や、見や 理解する。

すい工夫について考え、基本的機能を ・プレゼンテーションソフトの
利用し、操作を習得させる。 基本的機能を理解し、操作す

ることができる。【知】

６ 情報の収集・処 介護実習（応用実習）６月３日～７月８日
７ 理

２ ８ 夏季休業

９ 情報の処理・分 応用実習における事例研究発表 プレゼンテーションソフトを利用し、 ４ ● ワークシート【思】・多数の人が理解しやすいプレ
学 析・発信 プレゼンテーション計画 他者にわかりやすい資料作成や、見や 課題作成 ゼンテーションスライドが作

スライドの作成 すい工夫について考え、事例研究につ 成できる。【思】
10 発表原稿の作成 いてのプレゼンテーション資料を作成 ● 机間指導【態】 ・主体的に研究準備ができる。

期 し、発表させる。 【態】



学
月 単 元 学習内容・活動等 ね ら い

配当 評価の観点 評価方法
評価の規準等期 時間 知 思 態 ･項目等

期末考査 １
２ 11 情報の収集・処 プレゼンテーションのマナー 事例研究に向けて、参観者にわかり １０ ● パワーポイントス ・プレゼンテーションのマナー

理・発信 やすく自分の事例研究を発表させる。 ライド【知】 を守り、分かりやすく発表が
パワーポイントを用いた事例発表会 事例研究発表会に向け、チームで協力 できる。【知】

学 し情報機器の操作を行い、スムーズに ● 机間巡視【態】 ・介護実習の内容に関連させ、
運営させる。 応用実習の事例研究のまとめ

を積極的に行おうとする。
期 12 ● 発表原稿 【態】

発表 ・作成したスライド、原稿、各
他者評価 収集情報をまとめ、整理し、
自己評価【思】 自分の事例研究をわかりやす

く情報機器を用いて発表する
ことができる。

・事例研究発表会のチームで計
画的にスムーズに運営できる
よう協力できている。【思】

福祉とコンピュ 福祉サービスにおけるコンピュータの活用 ケアプランの作成や、訪問看護と遠 ５ ● ワークシート ・多くの福祉サービスが、コン
ータ 隔医療、情報の発信や災害とコンピュ 机間巡視【知】 ピュータとどのように関わっ

コンピュータを活用した自立生活支援 ータ等についての知識を得ることによ ているか、事例を通して理解
り、コンピュータが多くの福祉サービ できる。【知】
スに関わっていることに気づくと共に、
適切なコンピュータの利用について理
解させる。

期末考査 １
３ １ 国家試験対策と 学習で得た知識の統合 介護福祉士国家試験の設問を通し、 ５ ● 自己評価【態】 ・学習に意欲的に取り組むこと

コンピュータ 問題が起きたときの対応策や病気につ により、自分の生活にコンピ
いて調べたり考えたりすることを通し、 ュータを活用しようとする。

学 情報処理と福祉の関わりについて考え 【態】
させる。

期
学年末考査 １
合 計 ３５

◇「福祉情報」の総合評価における各観点の割合
知識・技術 ４０％ 思考・判断・表現 ３０％ 主体的に学習に取り組む態度 ３０％

◇「福祉情報」の総合評価における各評価方法･項目の割合
① 定期考査 ３０％程度 ② レポート・ノート ２０％程度
③ 実技・技術 ３０％程度 ④ 授業態度 ２０％程度


